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日 本 寄生 貝 学 文 献 集 の (2) 線 虫 入 の 1 部 が 出来 上 つた の で , 同 集 の 第 2 冊 と し て 出版 する . 


線 虫 薦 は 種類 も 多く ; か つ 前 に 既刊 和 念 も ない の で , 編集 に 当ら れ た 講 氏 の 労苦 に た いし て 深 
く 御礼 上 げ る この 第 2 に あ た 文献 は 文献 分 類 的 に は (2) 線 虫 」 と 
dd①「 顎 口 貝 , 差 線 虫 , 旋 毛 貝 等 」 の 大 部 で ある . 便宜 上 d-1) な どの 見 出し を つけ た . な お 


d) の 暫 虫 の 項 は 本 冊 に は 彼 鉄 され て いな い が , これ は 後 冊 た ゆず る こと と し た い . 


1957 年 5 月 1 日 
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, 使用 上 の 注意 は すべ て 文献 集 吸虫 つた が , 各 
会 の 抄録 , 記事 は 便宜 上 東 ( 南 , 西 , 北 ) 日 寄 記 と した. 
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c) 
著者 名 別 目録 
阿部 生 
1935 一 卵 の 検査 法 医学 23 (3), 483 
会 見 
勝雄 
1924 一 の 発育 に 関す る 研究 
東京 医学 会 雑誌 38 (8), 
1925 一 鞍 虫 の 生物 学 的 研究 日 新 医 学 14 (6~7), ・ 
1927 一 に つい て 臨 学 15(⑭), 
1930 一 の 治療 た つい て 
東西 医学 大 観 35, 35 
1939 一 の 自家 感染 臨 学 27(4), 512 


1950 一 卵 の 検査 法 及 の 治療 
診断 と 治療 臨床 特別 号 最 近 の 診療 選 胃 158 
1952 a 一 の 生物 学 と 治療 
最新 寄生 貝 病 学 第 一 分 冊 医学 書院 東京 
1952 b 一 境界 領域 の 症 (腹痛 と 
臨 称 内 科 小 児 科 7(13), 645 
1953 a 一 の 生態 (図説 ) 
日 本 医師 会 雑誌 30(5), 
1953 b 一 日 寄 記 21, 13 
寄生 虫 誌 4(2), 242 
診療 8(⑰), 603 


1955 a 一 の 薬 

1955 b 一 の 薬 . 
秋山 盛 一 

雨森 


1943 一 性 虫垂 炎 の 6 | 
日 本 臨 学会 雑誌 17(⑰), 36。 


同仁 医学 10(10), 1075 


天谷 
1934 一 症 の 一 例 内 科 治 9(6), 552 
有馬 頼義 
1955 一 睦 虫 記 ェ イ ザイ 月 報 10, 8 
浅田 順一 
1925 一 の 発育 に 関す る 研究 補遺 
岡山 医学 会 雑誌 420, 
足利 三 明 


1954 一 合成 駆 虫 剤 の 研究 (2) phenothiazin 及 phe- 
nothiazone の 学 的 研究 
圏 山 医学 会 雑誌 66(5), 977 


馬場 信光 
1932 一 の 法 
臨 丈 小児 科 雑 誌 6(9), 752 
喜久 男 
1953 一 症 対す る Gentiana 柴 療 
運 信 医学 5(6),.458 


( 4) 


一 
1955 一 除 に Wormin 使用 例 
. 新薬 と 4(⑧, 583 


藤沢 勝久 
1954 一 疾 と 時 の 関係 
日 本 直腸 肛門 病 学会 雑誌 10(2), 23 


M. C. Hall, E. B. Cram 
1939 一 の 研究 (17) 特殊 且つ な る 性 質 
(英文 ) 
吉田 博士 祝賀 記念 雑誌 (欧文 249 
萩原 済 之 
1955 一 Pipenin 液 に た る 成績 
新薬 と 臨 4(8), 585 
長谷 川 徳 三 
1924 一 の 発育 た 関す る 二 , 三 の 
東京 医事 新 誌 2367, 


畑 
1931 一 と と の 関係 
林 五 
1952 a 一 時 虫 症 の Enterobin 集団 治療 成績 
臨床 内 科 小 児 科 7(12), 565 
1952 b 一 の 集団 治療 成績 
日 本 大 学 医学 雑誌 11(12 別 冊 ), 1089 
1953 一 中 虫 症 の 集団 治療 成績 Enterobin 治療 成績 
小児 科 6(6), 428 


12(4), 11 


本 間 誠 
1954 a 一 上 続 虫 感 染 , 特に 経 肛 感染 有無 
医学 雑誌 71(3), 12 
1954 b 一 財 虫 の 経 肛 感 染 の 有無 
寄生 虫 誌 3(1), 104 
1955 一 続 虫 の 経 肛 感染 の 有無 に 関す る 実験 
生 虫 誌 4(2), 150 


星 直 利 
1951 a 一 の 検査 法 と 其 の 率 並 基 療 

臨 内 科 小 児 科 6(1), 35 

1951 b 一 寄生 率 に 其 治 療 
日 本 小児 科学 会 雑誌 55(4), 141 

1951 c 一 の 生 率 並 基 の 治療 
小児 科 4(9), 24 
1953 一 油 の 作用 関す る 研究 (2) 選 の 十 

二 指 腸 虫 症 並 に 虫 症 に 対す る 効果 

薬局 4(6), 633 


井深 真 

1952 一 にょ る 急性 腹膜 炎 
井田 正二 

1932 一 の 事 ど も 


医療 6(12), 825 


臨床 と 講座 6(10), 49 
6(11), 23 
猪木 佐治 


1955 一 の 法 の 一 考察 
香川 県 会 誌 7(4), 2 


井上 久男 


¢ 
. 


1939 a 一 虫 と の 重複 感染 試験 
慶応 医学 19(1), 1 
1939 b 一 十二指腸 と の 重複 感染 試験 
慶応 医学 19(4, 475 
石垣 純二 
磯部 美 知 | 


ェ イ ザイ 月 報 10, 2 


学 24(10), 1454 
板垣 四 
1936 a 一 新 剤 パ 及 其 塩 類 と ょ る 及 
廊 除 に 関す る 実験 (1) 
中 央 医学 会 雑誌 49(4), 333 
1936 b 一 新 虫 剤 Rapanon 及 其 塩類 ょ る 及 
貝原 除 に 関す る 実験 
林業 試験 葉 報 41, 1 
岩城 保 仁 他 
1955 一 Piperazin に 依る 時 駆除 
寄生 誌 4(2), 214 


岩波 文 門 
1952 a 一 症 に 対す る p-oxydiphenylmethan, Car- 


banin 酸 ester の 内 服 及 Hexylresorcin 


腸 の 併用 療法 児 科 診療 15(2), 137 

1952 b 一 四 虫 症 に 対す る Enterobin 内 服 及 Hexyl- 
resorcin 注 腸 の 併用 療法 

臨 称 内 科 小 児 科 7(3), 112 


岩沢 正 
1932 一 病 7(11), 
岩田 正俊 
1939 一 チン パン ジー の 日 寄 記 11, 31 
神保 
1922 一 の 寄生 
日 本 消化 機 病 学会 雑誌 21(2), 
具 谷 
1951 Oxyurin に 依る 治療 の 小 経験 
治療 薬 報 481, 5 
柿本 寿郎 
1932 一 病 の 診断 及 治 療 


1952 一 選 腸管 内 検索 成績 
: 日 本 医科 大 学 雑誌 19(1), 169 


上 林 三 
1951 a 一 症 の Gentiana 紫 潜 
児 科 診 療 14(6), 326 
運 信 医学 3(1), 17 
運 信 医学 3(1), 115 


1955 a 一 最近 の 時 虫 治療 


運 信 医 学 7(8), 652 


1955 b 症 の 治療 ( ) 


臨 4(12), 1911 


加藤 道子 
1952 一 学 章 の 幼児 購 虫 卵 保有 
岐阜 県 生研 究 会 報 合併 号 , 85 
加藤 
1925 一 虫 除 剤 と し て の ぢ げ ら き し ん に つい 
日 新治 療 96, 
川本 真一 
1952 一 睦 虫 治療 薬 , 再 検討 と し て の 一 観察 
東京 医事 新 誌 69(7), 411 


1953 一 症 治 療 の 一 観察 日 記 21, 74 
川本 
1953 a 一 解剖 腸 管 に 於 ける , 及 


の 観察 
京都 医学 会 雑誌 4(1), 14 
1953 bOxyurin に 依る 時 症 治 療 の 1 例 
治療 薬 報 498, 11 
1955 a 一 鞍 虫 症 に 関す る 研究 (1) 感染 率 
医学 と 生物 学 35(1), 16 
1955 b 一 の 感 に 集団 た 関す る 観察 
寄生 誌 4(2), 227 
1955 c 一 Piperazin の 時 虫 症 に 対す る 効果 , 特に 集団 
剤 と し て の 検討 
生 18(4), 49 


河原 崎 周 
1955 一 Pipenin の 時 成績 
臨床 小児 医学 3(3), 400 


木田 文夫 
1949 a 一 の 
日 本 医科 大 学 雑誌 16 (10), 377 
1949 b 一 の 新しい 診断 治療 法 
診断 と 治療 37(9), 462 


木村 志 
1949 一 , 反復 洗 に ょ る 寄生 , 特に 時 卵 検 
の 結果 
公衆 衛生 学 雑 誌 5(6), 334 
1955 一 上 虫 と 関す る 二 , 三 の 生 物 学 的 観察 
慶応 医学 32(6), 281 


小林 昭夫 
1953 一 に 関す る 研究 (3) 特に 
寄生 誌 2(1), 40 


1955 a 一 症 (1) 主として 治療 
内 科 小 児 科 10⑰), 
小林 ・ 武人 ・ 赤 木 
1955 b 一 
小林 晴 次 ・ 赤 木 
1955 c 一 症 (2) 主として の 及 感染 
科 小 児 科 10(8), 519 


ェ イ ザイ 月 報 10, 4 
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小林 弘 
1953 一 の 実施 日 寄 記 21, 126 
小泉 丹 
1943 一 , 虫 , 虫 , 十二指腸 等 の 感染 に 於 け 
る 所 調 免 疫 の 成立 児 科 雑誌 5, 431 
近藤 達 
1949 一 280 匹 の を 内 容 と し た の 1 例 
外科 11(1), 49 
野 


1930 一 小児 に 多き の 治療 た に つい て 
東西 医学 大 観 35, 51 


小平 敬子 
1951 一 検査 方 法 の 比較 
医学 36(12), 722 
1953 一 た 関す る 研究 (3) 特に 除法 
日 記 21。 73 
小宮 義孝 
一 集団 時 の 時 排出 
学 36(12), 721 
1952 一 を 目的 と する 集団 時 に 於 ける 排出 
臨 73(3), 351 


小山 長 
1935 一 簡 除 科 診療 1(3), 220 
藤 太 


1952 一 新 薬 の 治療 成績 
日 本 医科 大 学 雑 誌 19(11), 1436 
黒田 静 
1938 一 の 悪 
1949 一 検査 法 並 に 寄生 率 
公衆 衛生 学 雑誌 6(3), 153 
1952 一 除 虫 内 の 寄生 学 的 検索 
日 本 医科 大 学 雑 誌 19(1), 153 


臨 内科 3(6), 639 


黒木 寛 
1948 一 の 泌尿 器 内 の 
産科 と 婦人 科 15(7), 243 
松林 久吉 


1952 一 知 つ て お きた い 多 と の 識 
薬局 の 領域 1(3), 58 


松田 
1938 a 一 食塩 飽和 液 集 知 見 補 (2) 異常 卵 並 
びに 卵 の 浮遊 成績 
大 阪 医学 会 雑誌 37(5), 1065 
1938 b 一 食塩 液 集 法 の 知見 補遺 (3) 卵 の 


揚 本 医学 7(8), 726 
1939 a 一 症 の 臨 検査 法 並 に Giardia intestin- 
alis の チ ス テ 


大 阪 医学 会 雑誌 38 (6), 1100 
1939 b 一 女児 於 ける 寄生 の 頻度 並び に 虫 卵 検 
出 方 法 (1) 日 寄 記 11, 29 

1940 a 一 本 に 於 ける の 研究 


関西 医事 476, 4, 
477, 3, 
479, 5, 

1940 b 一 義 却 せら れ た る 半 虫 症 と 育児 問題 
乳幼児 研究 14(4), 13 
1940 c 一 大 都会 に と ける 寄生 病 現況 (2) 時 
関西 医事 12(27), 11 


1940 d 一 小児 症 の 展望 
関西 医事 12(34), 6 
1940 e 一 女児 に た 於 ける 里 虫 寄生 の 頻度 並 に 該 虫 卵 検出 
法 日 寄 記 12, 33 
1941 a 一 夜尿症 と 時 虫 寄生 
臨 報 13(44), 12 
1941 b 一 に 於 ける 時 寄生 の 頻度 並 に 該 虫 卵 検 
出 方 法 日 寄 記 13, 39 
1942 a 一 乳 児 の 暁 虫 寄生 に 関す る 知見 
中 央 11(5), 466 
1942 b 一 症 の 一 例 
大 阪 医事 新 誌 13 (4), 453 
1942 c 一 音 波 の 卵 た 及ぼ す 影 
中 央 医学 雑誌 11(3), 281 
1942 d 一 乳幼児 の 症 に 関す る の 知見 
大 阪 医学 会 雑誌 41(⑰), 1032 
1942 e 一 乳幼児 の 症 
東西 医学 9(5), 400 
1942 f 一 肛 囲 の 検査 法 の 研究 (2) セロハン 洗 拓 と にょ る 
反復 洗 拭 の 意義 


1942 g 一 小児 の 症 


中 央 医学 11(6), 589 


治療 学 雑 誌 12(9), 714 
1942 h 一 乳幼児 に 於 ける の 並 に 虫 検 
査 方 法 (4) 
日 寄 記 14, 88 
1943 a 一 叶 虫 の 感染 源 に 関す る 研究 
医 報 420, 612 
1943 b 一 都 幼児 に ける 寄生 の 
報 15(10), 7 
1943 c 一 寄生 の 報 15(9 , 
1943 d 一 異常 児 ける 寄生 の 頻度 に 虫 卵 検 
出 方 法 (5) 日 寄 記 15, 35 
1950 一 衝 く 東京 医事 新 誌 67(11), 46 
1951 a 一 上 咽 虫 症 の 生態 , 広島 市 を 中 心 と し て 
臨床 内 科 小 児 科 6(1), 37 
1951 b 虫 症 の 研究 
広島 医学 4(4~5), 148 
1951 c 一 の 方 4(5), 560 
1952 一 談義 
児 科 診 療 15(7), 496 
1953 a 一 先 虫 の 検査 に 寄せ て 
治療 室 4(9⑨, 357 
1953 b 一 学 章 の 睦 虫 症 の 実態 (3) 
広島 医学 6(4~5), 112 
1953 c 一 性 と 


東京 医事 新 誌 70(11), 167 


| 


1954 一 学童 の 時 虫 症 の 実態 (3) 
広島 医学 原 閉 号 2(2), 101 
1955 一 学童 の 症 の 管理 
寄生 虫 誌 4(2), 151 
松岡 覧 一 
1939 一 に ょ る 小児 
岡山 医学 会 雑誌 51(9), 1999 
南 崎 雄 七 
1936 一 児童 と 
1955 一 Piperazin hydrate (Pipenin Syrup に よる ) 睦 
虫 成績 小児 科 8(5), 
門馬 健次 
1938 a 一 注 上 月 すべ き 小 児 症 生 の 
日 寄 記 10, 30 
1938 b 一 大 阪 に け る 小児 虫 (Enterobius vermic- 
alais) 寄生 の 
大 阪 医 学会 雑誌 37(5), 1065 
1939 a 一 卵 (図説 ) 


医学 展望 98, 6 


日 新 医 学 255, 
1939 b 一 近 中 国 地 方 に ける 寄生 の 分 布 状 態 

1939 c 一 大 阪 に ける 小児 寄生 の 
診療 と 経験 3(2), 176 
1951 一 忘れ 勝ち な 小児 (Enterobius vermiculars) 
寄生 横浜 医学 2(1~2), 89 


森脇 忠男 
1924 一 小児 に 於 ける 腸 寄 生 に 卵 検出 頻度 及 
び 該 虫 卵 検出 方 法 の 優劣 
児 科 診 療 雑 誌 415, 1899 
1935 一 小児 に ける 腸 生 に 卵 検出 の 頻度 
及 談 虫 卵 検出 方 法 の 優劣 
科 雑 誌 9(11), 1078 
1936 一 小児 に た 於 ける 寄生 の 予防 
児 科 診療 2(12), 905 
屋 修 
1955 一 Piperazin syrup に よる 効果 
内 科 の 領域 3(12), 680 


山 英雄 
1948 一 の 生態 病 と 研究 5(5), 178 
1950 一 医学 7(7), 310 
森重 
1950 一 寄生 の 新 検査 法 と 時 症 


臨 研究 27(4), 254 
1952 一 寄生 の 新 診断 法 と 基 の 療法 
児 科 診 療 1511), 757 


森下 
1951 一 寄生 虫 の 生態 特に , 多 及び 
保健 17(5), 16 


1928 一 睦 虫 症 の 治療 東西 医学 大 観 4, 


昭一 
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服部 絢 一 
1948 一 福岡 県 山門 郡 両 関村 産 ラ イ 魚 筋肉 内 の 有 球 中 品 
仔 検出 率 た つい て 日 寄 記 17, 9 
1955 一 スパ トニ = ン (田辺) た ょ る 症 の 治験 補 
遺 研究 32, 519 一 520 
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服部 絢 一 ・ 光 
1948 一 皮膚 症 に お ける 好 酸 性 白血球 過敏 症 と 其 
核 移 動 に つい て 
日 本 血液 学会 誌 11, 148 一 149 


早瀬 正二 
1942 一 遊走 性 限局 性 浮腫 に 関す る 研究 
海軍 軍医 会 雑誌 31, 576 一 585 


謙 大 井 上 忠 
1943 一 所 調 長 江 浮 腫 特 た と 其 の 組織 像 た つい て 
友 と 11, 339 一 343 


光 
1956 一 有 虫 第 3 期 と ょ る 病変 (会 ) 
南 日 寄 記 9, 44 一 45 
1957 一 有 第 三 期 虫 乳剤 注射 た る 病変 
(会 ) 南 日 寄 記 10, 32 


1922 一 急性 限局 性 皮膚 浮腫 父 へ クタ イン ヶ 基 浮腫 = ッ イ 
が 軍医 団 雑誌 109, 7 一 36 
伊 島 靖 
1954 一 香川 県 に お ける 有 球 晋 虫 の 第 2 中 間 宿 主 に つっ 
MO 四国 医学 雑誌 5, 280 一 282 
池上 豊 
1919 aー ク リー ビング デイ シー ズ の 病原 に つい て 
皮膚 笠 及 泌尿 器 科 雑誌 19, 838 一 846 
1919 bー タ リー ピング デイ シー ズ の 病原 に つい て 
人 台湾 医学 会 雑誌 204 
今井 田 三 三 子 ・ 水 町 晴 重 
1954 一 県 の に っ いて (会) 
寄生 虫 誌 3, 45 


石橋 忠男 
1954 一 誤診 きれ や すい 上 方 の 症 
治療 薬 517, 21 


石原 直 
1954 一 内 地 性 症 の 1 例 (特に と オー レオ マイ シン 
の 応用 た つい て ) 
実験 治療 274, 180 一 181 
石井 洋一 


1954 一 ドロ レス の ケン 内 に お ける 発育 
に つい て (会 ) 南 日 寄 記 7, 14 一 15 
1956 一 ド レス の 発育 に 関す る 研究 
福岡 医学 雑誌 47 (9) , 14741494 
石井 洋一 ・ 菊 池 正 
1953 一 ド r レス と 有 幼虫 を 豚 た 感染 
せ た 実 験 (会) 南 日 寄 記 6, 15 一 16 


磯部 
1953 一 熊本 県 に お ける 有 第 二 宿 主 の 調査 
に つい て (会 ) 
南 日 寄 記 6, 13 一 14 
1954 a 一 熊本 県 に お ける 有 和 束 頭 口 虫 の 第 二 中 間 宿 主 調 
査 ( 会 ) 寄生 虫 誌 3, 127 
1954 b 一 熊本 県 に お ける 有 球 口 虫 の 分 布 調査 (会 ) 


南 日 寄 記 7, 10 一 11 
1954 c 一 熊本 県 の イメ ネコ か ら を た 成 た つ 
いて (会 ) 南 日 寄 記 7, 11 
1955 a 一 有 分 布地 の 住民 に 対す る 内 反応 実 
施 成 績 た っ いて (会 ) 
寄生 虫 誌 4, 266 一 267 
1955 b 一 熊本 県 に 於 ける 有 虫 の 新 分 布地 (会 ) 
南 日 寄 記 8, 21 一 22 
1955 c 一 熊本 県 た お ける 日 本 晋 貝 の 調査 (会 ) 
日 記 8, 62 
1956 一 熊本 県 に お ける の 研究 
熊本 医学 会 雑誌 30(5), 1183 一 1201 


磯部 光 
1950 一 福岡 , 佐賀 両 県 の 猫 に 自然 感染 の 帳 虫 特に 顕 ロ 
と 肝 吸 虫 た に つい て 人 (会 ) 
| 南 日 寄 記 3, 20 
1951 一 猫 と の 胃 お ける 九州 口 依る 腫 の 性 
状 に っ いて (会 ) 南 日 寄 記 4, 19 
1952 カ ムル チイ に する 虫 を と 犬 
与え た 成績 南 日 寄 記 4, 19 
1952 b 一 顕 日 由 の 終 宿主 に 関す る 研究 , 第 1 報 九州 
由 ) の 自 終 宿 主 に つい て (福岡 ・ 佐 
賀 両 県 の 猫 と 犬 の 生 ) 
福岡 医学 雑誌 43, 364 一 374 
1952 c 一 有 口 の 体内 た に 於 ける 移行 経路 に 
っ つい て (会 ) 南 日 寄 記 5, 20 一 21 
1952 d 一 の 終 宿 主 に 関す る 研究 第 2 報 有 
日 貝 の 終 宿主 体内 に お ける 発育 と 移行 経路 に 
つい て 医学 研究 22, 1524 一 1534 


磯部 光 ・ 加 茂 
1951 一 福岡 , 佐賀 両 県 の 猫 と に ずる 肝 
虫 の 自然 感染 度 に つい て 
- 日 寄 記 20, 38 一 39 


伊藤 賀 
1943 一 クタ リピ ビ ピー グ ・ デ イシ ー ズ の 症例 
皮膚 科 紀 要 41, 6 一 11 


岩切 友 志 
1952 一 皮膚 有 症 の 二 例 (会 ) 
鹿児島 医学 雑誌 25, 


岩田 繁雄 ・ 石 井 泰 延 
1956 一 貝 症 の 1 例 (会 ) 


岩田 俊夫 
1957 一 た 及ぼ す 感 光 色 素 の 影響 (会 ) 
南 日 寄 記 10, 17 一 18 


虫 誌 5(2 , 242 


岩田 俊夫 ・ 瀬 幸 ・ 林 行 
1956 一 県 下 淡 水 魚 に お ける 生 状 況 (会 ) 
南 日 寄 記 9, 15 一 16 


1904 一 急性 限局 性 皮膚 水腫 2 5 例 
大 阪 大 学 医 学 雑誌 3, 
梶井 


1923 一 クタ イン ヶ 氏 浮腫 = タイ テ 
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軍医 団 雑 誌 123, 419 一 440 
金子 鉄男 
1912 一 南 消 地 方 に お ける 奇異 な る 風土 病 
眼科 臨床 医 報 7, 327 一 330 


片桐 正三 ・ 野 多 
1956 一 寄生 虫 に た よる 遊走 性 限局 性 皮膚 腫 彩 の 4 例 
新潟 医学 雑誌 70(11), 1129 一 1132 
片桐 正三 ・ 大 鶴 正 満 
1957 一 北陸 , 奥羽 地方 に お ける 日 本 顕 口 虫 の 分 布 調査 
医学 と 生物 学 43(6), 199 一 202 
片 峰 大 助 
1956 一 ネコ の 有 を ラッ テ に 与え た 実 
験 (2) (会 ) 南 日 寄 記 9, 16 一 17 
片 峰 大 助 ・ 海 江田 徹 
1956 一 長崎 県 下 の 顕 日 虫 分 布 と 中 間 宿 主 た に関する 知見 
補遺 (会 ) 寄生 虫 誌 5(2), 243 
1958 一 長崎 県 に お ける 有 下 顕 口 虫 の 分 布 , と くに 第 二 
中 間 宿 主 に つい て 
医学 と 生物 学 46(4), 147 一 150 


加藤 和 一 
1953 一 顕 口 虫 と 関す る 研究 
医学 と 生物 学 26, 165 一 167 
1957 一 日 本 口 (Gnathostoma nipponicum Yama- 
guchi, 1941) の 研究 
名 古屋 医学 74(3), 659 一 676 
川井 博 
1950 一 患部 の 皮膚 組織 内 に 虫 体 を 証明 し た 関東 産 雷魚 
生食 に ょ る 虫 症 の 1 例 
臨 閑 皮膚 泌尿 器 科 4, 240 一 243 
菊池 正 
1952 一 有 第 3 期 虫 の 二 感 染 就 い て (会 ) 
南 日 寄 記 5, 19 一 20 
1653 a 一 有 第 3 期 虫 の 二 感染 (第 2 報 ) 


(会 ) 寄生 虫 誌 2, 113 一 114 
1953 b 一 有 第 3 期 の 二 染 ( 第 3 報 ) 
(会 ) 南 日 寄 記 7, 11 一 12 


1954 一 有 の 分 布 調 査 (会 ) 
南 日 寄 記 7, 11 一 12 
1955 一 有 日 虫 第 2 期 の 温 動物 へ の 感染 実験 


(会 ) 南 日 寄 記 8, 61 
1956 一 有 球 名 口 虫 の 分 布 調査 な ら び に 感染 経路 に 関す 
る 実験 的 研究 


医学 研究 26 (11) , 2943 一 2970 
・ 渡 辺 昇 
1940 一 興味 ある 野 の 寄生 症例 1. 並 
家畜 衛生 協会 * 報 8, 143 一 154 


木下 
1924 一 新 Gnathostoma に つい て 
実験 医 報 10, 911 一 917 


北村 包 


1946 一 皮膚 頭 日 貝 症 の 問題 医学 1, 335 一 342 
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1947 a 一 皮膚 症 の 問題 
医学 4, 79 80 
1947 b 一 皮膚 ( 応答 ) 
日 本 医事 新報 1226, 402 
1948 a 一 皮膚 虫 の その 後 
. 「 医学 通信 3, 3 一 4 
1948 bー ア ザ と 雷魚 , ア ザ 中 病 と 皮膚 由 
治療 30, 211 一 214 
.1951 一 症 最新 寄生 虫 病 学 V 
医学 書院 東京 ユー67 
Kitamura K 
1952—Gnathostomiasis in Japan 
A.M.A. Arch. Derm. Syph., 66, 276—281 


北村 ・ 橋 本 議 
1947 一 皮膚 症 の 問題 (会 ) 
皮膚 科 性 病 笠 雑誌 57, 34 
1949 一 関東 産 雷 魚の 生食 に 因 る と 思わ れる 
症 の 患部 組織 内 に お ける 貝 体 の 発見 i 
日 本 医事 新報 1326, 1924 一 1925 
症 (第 18 回 日 本 寄生 学会 総会 特別 講演 要 
日 医 会 誌 23, 496 
北村 精 一 
1947 一 長江 浮腫 ( 臨 義 ) 附 久行 病 (Creeping dise- 
ase) 研究 24, 152 一 154 
北村 一 ・ 一 ・ 納 富 信 茂 
1947 一 長江 浮腫 の 集団 的 発生 (会 ) 
皮膚 科 性 病 科 雑 誌 57, 63 


北村 稿 一 ・ 野 北 通 夫 
1954 一 晋 虫 (地方 病 性 皮膚 限局 性 浮腫 症 一 北村 ・ 納 
富 ) と 研究 31, 436 一 440 

北村 一 ・ 納 富 信 


1949 一 長江 浮腫 に つい て (会 ) 
科 性 病 科 雑誌 58, 78 一 79 
1951 一 所 皮 貝 症 に っ つい て (会 ) 
日 寄 記 20, 42 
木 附 徹 
1955 一 有 第 3 期 虫 感 家 及 び 乳剤 
注射 家 束 た に ける 血 消 白 像 の 変化 (会 ) 
南 日 寄 記 8, 23 一 24 
1956 a 一 実験 的 家 お ける の 変化 
(3) ダイ コク ネズ ミ を 通過 し た 第 3 期 幼 虫 を 
寄生 させ た 場合 (会) 
寄生 虫 誌 5(2), 269 一 270 
1956 b 一 有 症 者 に お ける 血清 像 (会 ) 
南 日 記 9, 51 
小林 瑞穂 ・ 馬 
1956 一 日 本 虫 の 研究 (会 ) . 
寄生 虫 誌 5(2), 241 一 242 
1957 一 日 本 虫 の 分 , 排 系統 の 発生 学 的 研究 
(会 ) 寄生 虫 誌 6, 269 
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古賀 元 兄 ・ 有 田 道 夫 
1956 一 有 の 熱帯 魚 へ の 二 感 染 実 験 (会 ) 
南 日 寄 記 9, 16 


駒 屋 銀 治 ・ 北 村 包 小 宮 義 
1944 a 一 長江 浮腫 の 皮膚 組織 内 に お ける 有 球 名 口 虫 の 
発見 尿 器 10, 205- 209 
1944 b 一 図説 101, 長江 光 腫 の 皮膚 組織 内 に お ける 有 
1945 一 長江 流域 特に 上 海 地方 に お ける Ganathostoma 
shimgerum Owen, 1836 の 犬 ・ 猫 に お ける 自 
然 感染 た つい て 
上 海 自然 科学 研究 所 葉 報 15, 1 一 4 
駒 屋 銀 治 ・ 北 村 小 義 考 近 藤 未 男 
1945 一 長江 流域 に お ける Gnathostoma spmgerum Ow- 
en, 1836 の 第 2 中 間 宿 主 と そ の 自然 感 梁 度 に つ 
いて 
上 海 自然 科学 研究 所 葉 報 15, 5 一 22 
小宮 
1949 一 有 の 問題 
Sanitation, 11(1), 9—11 
1952 一 貝 症 
日 本 医事 新報 1480, 3003 一 3006 
3022 
1955 一 兵庫 県 下 に 頻発 する 口 虫 症 に っ いて 
日 本 医事 新報 1611, 1260 一 1267 
小菅 
1913 一 日 附近 = 於 病 及 固有 地方 病 報 告 
軍医 団 雑 誌 39, 82 一 91 
馬淵 茂樹 
1956 一 日 本 顕 日 虫 卵 の 発育 に 関す る 研究 
岐阜 県 立 医 科大 学 紀要 3(6), 452 一 458 
1957 a 一 日 本 頸 日 貝 の 分 泌 , 排 江 系統 に 関す る 研究 
岐阜 県 立 医 科大 学 紀要 4(6), 530 一 538 
1957 b 一 日 本 顎 日 虫 の ケン ミ デ ン = コ 体 内 に 於 ける 発育 
岐阜 県 立 医 科大 学 紀要 4(6), 587 一 636 


前 島 正 一 ・ 佐 藤 栄 司 
1952 一 皮膚 顕 日 虫 症 
京都 府立 医科 大 学 雑 誌 51, 314—318 


牧 内 正 一 
1943 一 異常 の 経過 を 取っ つた タイ ン ヶ 浮腫 症例 
同仁 会 医 誌 17(1), 59 一 61 


松田 等 
1915 一 支那 楊 子 江 沿 洛 基 方 に 流行 する 1 種 の 発疹 症 
( 余 の 所 調 伝 朱 性 限局 性 水腫 ) た つい て 
東京 医事 新 誌 1906, 267 一 272 
松田 是 充 
1955 一 有 第 三 期 虫 の 拡散 因子 に っ つい て (会 ) 
南 日 寄 記 8, 27 一 28 
1956 一 有 口 成虫 及び 第 3 期 虫 の 拡散 因子 
ーー 一 特に と ヒアル ロニ = ダー ゼ に つい て 一 人 (会) 
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南 日 寄 記 9, 46 一 47 


松倉 豊治 ・ 吉 田 
1944 一 泰 国 に お ける 有 た に 因 る 下 症 数 
例 日 本 2, 799 一 806 


松波 英 一 ・ 小 林 瑞 穂 ・ 馬 洞 茂 樹 ・ 松 下 文 雄 
1956 一 有 虫 摘出 症例 た に つい て 
日 本 外科 宝 函 25(6), 760 一 765 


松下 文 ・ 瀬 幸 ・ 岩 田 俊 夫 
1957 一 実験 的 症 の 病理 組織 学 的 研究 (会) 
寄生 虫 誌 6, 295 
三 上 鏡子 
1949 一 皮膚 症 の 1 例 
医療 3(4), 18 


皆 見 省吾 
1950 一 皮膚 症 の 1 療法 
皮膚 と 泌尿 12, 9 一 11 


皆 見 省吾 ・ 中 野 
1955 一 皮膚 に 対す る スパ ト = ン 治験 
皮膚 と 泌 尾 13, 409 一 411 
操 ・ 服 部 絢 一 
1947 一 最近 福岡 県 山門 部 両 に 発生 し た 上 友 
症 に つい て 日 本 医学 3416, 151 一 157 
富川 
1953 一 本 内 地産 の 寄生 調査 成績 (会 ) 
日 寄 記 7, 14 一 15 
尾 
1928 一 楊 子 江 僅 太 勤 務 中 見 開 せ る 1・2 の 風土 病 た つ 
いて (会 ) 海軍 和 軍医 会 雑誌 17, 227 一 228 
富 崎 
1949 一 は 人 体内 で 成虫 に な りう る か ? 
研究 26, 511 一 513 
1950 a 一 福岡 医学 雑誌 41, 531 一 538 
1950 b 一 日 本 で は , は じ め て 得 ら れ た ド r レス 和 顕 日 虫 


臨 研究 27, 617 一 619 
1951 一 ヒョウ に 寄生 する の 発育 実験 (会 ) 
南 日 寄 記 4, 24 
1952 a 一 九州 (仮称 ) と 有 の 問題 
(会 ) 日 寄 記 21, 102 
1952 b 一 新しい 第 一 中 間 宿 主 (会 ) 
日 寄 記 21, 103 
1952 c 一 口 貝 を 第 二 期 協 虫 で 区 別 す る 方 法 (会 ) 
日 寄 記 21, 103 


1952 d 一 日 本 と いる 顕 品 虫 の 第 1 中 間 宿 主 に つい て 

医学 と 生物 学 24, 35 一 37 
1952 e 一 日 本 に いる 有 虫 の 発育 一 九州 

と の 暴 同 問題 解決 の た め に 

医学 研究 22, 1135 一 1144 
1952 一 日 本 3 種 の 第 二 期 に つい て 

医学 研究 22, 1433 一 1441 
1953 一 あら まし 

打 研究 30, 929 936 
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1954 a 一 日 本 産 の 顕 日 虫 た に つい て 
御 生 動物 IV 小林 祝 誌 17 一 24 
1954 b 一 (当地 の 風土 病 ) 
治療 薬 報 512, 10 
1954 d 一 人 体 か ら 成虫 を どり 出す (当地 の 風 
病 ) 治療 薬 報 517, 20 
1955 aー ひ ろ が る 顕 日 虫 症 (当地 の 風土 病 ) 
治療 薬 報 523, 19 
1955 b 一 顕 日 出 ( 日 本 の 風土 病 6) 
. 自然 10, 42 一 51 
1955 c 一 症 寄生 虫 誌 4, 111 一 120 
1955 d 一 症 医学 通信 10, 6 一 7 
1955 e 一 (福岡 医学 会 第 433 回 例会 特別 講演 
抄録 ) 福岡 医学 雑誌 46, 759 
1955 一 外国 産 虫 の 紹介 
福岡 医学 雑誌 46, 1237 一 1243 
1955 g 一 部 先生 と 口 
九 医 報 25 ( 先生 特集 号 ), 30—31 
1955 h 一 外国 産 頭 口 遇 の 標本 と 写真 供覧 (会 ) 
日 記 8, 46 
1956 a 一 ら び に 症 の 研究 
昭和 30 年 度 文部 省 総合 研究 報告 
(医学 及び 薬学 和 荻 )767 一 574 
1956 b 一 性 アレ ルギー (寄生 アレ ルギー に 
関す る シン ポジ ッ ウム) 
寄生 虫 誌 5(2), 300 一 301 
1957 a 一 ならび に 口 症 の 研究 
昭和 31 年 度 文部 省 総合 研究 報告 集録 
(医学 及び 薬学 429 一 436 
1957 b 一 貝 症 (原色 図 ) 日 本 医師 会 雑誌 38 (9 , 
1958 a 一 吾 口 貝 ( グ ラフ ) 日 本 医事 新報 1763 
1958 b 一 日 な ら び に 症 の 研究 
昭和 32 年 度 文部 省 総合 
(医学 及び 薬学 


155-—162 
Miyazaki I. 

1954 a—Studies on Gnathostoma occurring in Japan 
1. Human gnathostomiasis and imagines 
of Gnathostoma., 

Kyushu Mem. Med. Sci., 5, 13—27 

1954 b—Studies on Gnathostoma occurring in Ja- 
pan. IIl. Life history of Gnathostomna an 
morphological comparison of its larval 
forms. 

Kyushu Mem. Med. Sci., 5, 123—139 

1957 一 Gnathostomiasis in Japan (会 ) 

Ninth pacific Science Congress, Bengkok 
宮崎 一 有 田 道 夫 

1950 一 日 本 及び 九州 の 発育 (会 ) 

南 日 寄 記 3, 20 一 21 

1951 a 一 日 本 に 居る 野獣 の 顎 口 披 た に つい て (会 ) 

日 寄 記 20, 37 

1951 b 一 4 種 の 発育 較 ( 会 ) 

日 寄 記 20, 37 

1951 c 一 ド r レス 発育 ( 会 ) 


( 16 ) 


南 日 寄 記 4, 23 
富 崎 一 郎 ・ 有 田 道 夫 ・ 磯 部 光 
1951 一 九州 に お ける 顕 日 貝 の 新しい 終末 宿主 た に つい て 
(会 ) 福岡 医学 雑誌 42, 366 
宮崎 一 ・ 有 道 夫 ・ 石井 洋一 ・ 菊 池 正 
1953 一 頸 日 貝 3 種 の 標本 と 写真 供覧 (会 ) 


寄生 虫 誌 2, 76 
宮崎 一 度 野 治 
1956 一 若松 の ふら と り 出 され た 
日 虫 の 雌 応 虫 (会 ) 南 日 寄 記 9, 38 
宮崎 一 郎 ・ 石 井 洋一 
1952 aー サ ン シ ョ ウ ウ ォ に 被 する の に っ 
いて (会 ) 日 寄 記 21, 103 


1952 bー ン シ ョ ウ ッ ウ ッ ウオ に 被 る 虫 の 幼虫 た つ 
いて (会 ) 医学 研究 22, 467 一 473 
1952 c 一 サン ショ ウッ ウッ ウオ に 寄生 する を イフ 
シシ ン に あたえ を た 実験 
医学 と 生物 学 24, 235 一 237 
宮崎 一 ・ 石 井 洋一 ・ 磯 部 有 則 
1953 aー イ ノ シン に お ける ド r レス の 自然 感染 
(会 ) 寄生 虫 誌 2, 115 
1953 bー イ ノシ シン に お ける ド レス の 自然 感染 
医学 と 生物 学 29, 65 一 68 
宮崎 一 部 光 
1951 a 一 九州 の ネ ュ に お ける 肝 吸 の 自然 感 
楽 医学 と 生物 学 18, 252 一 254 
1951 b 一 九州 の に お ける と 肝 吸 の 自然 感染 
医学 と 生物 学 20, 177 一 179 
宮崎 一 加 ・ 池 正 
1953 a 一 有 の 分 布 調査 (会 ) 
南 日 寄 記 6, 12 
1953 b 一 兵庫 県 に お ける 有 頼 口 虫 の 分 布 と 同 地 産 ラ 
イヒ イ に お ける 幼虫 の 発見 
日 本 医事 新報 1543, 4497 一 4499 
宮崎 一 菊 正 
1954 a 一 有 隷 頸 日 虫 第 二 中 間 宿 主 の 二 次 感 染 と つい て 
医学 と 生物 学 30, 108 一 111 
1954 b 一 雷魚 か ら み た 有 有 束 顕 口 虫 の 分 布 , 特に 香川 県 
日 本 医事 新報 1583, 3792 一 3794 
1954 成虫 の 人 体 生 
研究 31, 1084 一 1086 
宮崎 一 ・ 磯部 則 
1952 一 熊本 県 産 の カム ル チ イ に 見 出し た 顕 日 虫 に つい 
て (会 ) 南 日 寄 記 5, 21 一 22 
1953 一 熊本 県 に お ける 有 の 分 布 
医学 と 生物 学 27, 224 一 225 
一 正 ・ 長 尾 正 業 
1954 一 有 虫 の 分 布 調査 (会 ) 
寄生 虫 誌 3, 105 一 106 
一 牧 野 正 
1951 一 沈 全 な 貝 体 を 摘出 し た 人 体 頸 口 貝 症 の 1 例 
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臨 研究 28, 790 一 792 


崎 一 尾 正 業 

1952 a 一 鳥類 に お ける 虫 の 自然 感染 (会 ) 

日 寄 記 21, 103 一 104 
1952 b 一 野鳥 に お ける 幼虫 の 自然 感 

医学 と 生物 学 24, 122 一 124 

1953 a 一 野鳥 に お ける 顕 日 貝 幼虫 の 自然 感染 (2) 
医学 と 生物 学 28, 242 一 244 
1953 b 一 野鳥 に お ける 有 虫 虫 の 自然 感染 (第 
2 報 ) (会 ) 寄生 虫 誌 2, 114 一 115 


一 ・ 大 鶴 正 ・ 北 村 小 宮 義 森 下 夫 ・ 
森下 ・ 長 花 操 ・ 山 富 ・ 塚 本 夫 ・ 部 洋 ・ 岡 村 
一 ・ 北 村 一 ・ 片 峰 大 助 

1956 一 日 本 に お ける の 分 布 (会 ) 


寄生 虫 誌 5(2), 222 
1957 一 日 本 に 於 ける の 分 布 (2) (会 ) 
寄生 虫 誌 6, 278 


1949 一 北九州 の イタ チ に する (会 ) 
日 寄 記 18, 14 
1950 a 一 九州 の イタ チ に 寄生 する 日 本 顕 口 虫 ( 新 称 ) 
に つい て 臨 術 と 研究 27, 112 一 116 
1950 b 一 顕 日 虫 の 新しい 第 二 中 間 宿 主 に つい て 
医学 と 生物 学 16, 115 一 117 
1951 a 一 九州 の カム ル チ イ に する 幼虫 の 形 
態 研究 28, 56 一 59 
1951 b 一 九州 で 人 体 に 感染 する 顕 日 虫 の 種類 
医学 と 生物 学 18, 223 一 226 


崎 寛 明 
1950 一 皮膚 顕 虫 症 の 研究 , 遠隔 予後 の 調査 (会 ) 
皮膚 性病 雑誌 60, 70 
1951 一 晋 貝 症 の 研究 , 特に 長期 間 経 過 の 調査 
皮膚 科 性 病 科 雑 誌 61, 10 一 16 


水野 
1936 一 Quincke 水 の 血液 像 (会 
日 本 病理 学会 雑誌 26, 268 一 270 


茂木 
1937 一 タイ ン ヶ 氏 の 浮腫 (会 ) 
中 央 眼科 医 報 29, 570 


森下 
1921 一 Creeping disease を 惹起 せる 線 虫 の 1 種 の 同定 
に つい て 動物 学 雑誌 33, 354 一 357 
1923 一 タリ ー ビ ピン グ デ イシ ー ズ の 新 病 原虫 に つい て 
及 尿 器 科 雑誌 23, 732 一 745 
1943 一 盤 谷 在住 の 伝染 況 
熱帯 医学 1, 295 
1950 一 日 本 と に お ける 豚 の 顕 口 下 と その 人 体 寄 生 可 能 性 
に つい て の 考察 (会 ) 


西 日 寄 記 3, 6 一 7 

1951 一 剛 虫 の Gnathostoma hispidium 人 体 寄 生 
可能 性 へ の 再考 

東京 医事 新 誌 68, 15 一 16 


Morishita K. 
1924—A pig nematode, Gnathostoma hispidium 
FEDSCHENKO, as a human parasite, 
Ann. Trop. Med. Parasit., 18, 23—26 
Morishita K., Faust, E. C. 
1925—Two new cases of human creeping disease 
(Gnathostomiasis) in China, with a note on 
the infection in reservoir hosts in the China 


area, 
J. Parasit., 11, 158—162 
森下 哲夫 
1956 a 一 岐阜 ・ 愛 知 県 下 の 有 (会 ) 
寄生 誌 5(2), 268 
森下 哲夫 他 


1956 b 一 岐阜, 両 県 下 の 口 た 関す る 研究 
上 岐阜 県 立 医科 大 学 紀要 3, 251 一 254 


森下 哲夫 ・ 田 ・ 加 藤 義 森 基 樹 ・ 酒 井 久 彰 ・ 
内 和夫 
1957 一 有 摘出 例 た に つい て 
岐阜 県 立 医 科大 学 紀要 5(2), 133 一 135 


森田 隆 
1953 一 有 第 3 期 の 微細 構造 に 関す る 研究 
(会 ) 寄生 虫 誌 2, 114 
1954 一 有 第 3 期 食道 の 生物 学 的 作用 
(会 ) 寄生 虫 誌 3, 106 
1955 a 一 有 第 三 期 幼虫 に 関す る 研究 第 1 
有 束 顕 日 虫 第 三 期 幼虫 の 形態 学 的 研究 
医学 研究 25, 411 一 431 
1955 b 一 有 虫 第 三 期 幼虫 に 関す る 研究 第 2 
有 第 三 期 虫 乳 剤 特に 食道 腺 の 宿主 
皮膚 へ の 作用 
医学 研究 25, 432 一 446 
村上 直 次 
1917 一 クタ リピ ング デジ ー ズ の 1 例 
皮膚 及 泌尿 器 科 雑誌 17, 459 一 460 
村上 和 ・ 岡 村 一 ・ 赤 
1954 一 人 体 肺 臓 よ り 得 た 顎 口 虫 に た 就 いて (会 ) 
南 日 寄 記 7, 8 一 9 
永松 三男 ・ 谷 信 一 
1949 一 眼科 領域 に 発し た 友 症 の 2 例 
眼科 報 43, 289 一 290 
長野 純 
1904 一 急性 限局 性 浮腫 
人 台湾 医学 会 雑誌 27, 425 一 483 
1906 一 急性 限局 性 浮腫 (会 ) 
皮膚 及 泌 尿 器 科 雑 誌 6, 211 一 214 
長尾 正 業 
1952 一 福岡 県 三 郡 に お ける 第 2 中 間 宿 主 の 調 
査 (第 1 報 ) 南 日 寄 記 5, 17 一 18 
1953 一 野鳥 に 寄生 する 有 を 猫 に 与え を た 成績 
(会 ) 南 日 寄 記 6, 16 一 17 
1954 一 有 束 頭 口 虫 第 三 期 幼虫 寄生 部 位 の 組織 学 的 変化 
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に つい て (会 ) 南 日 寄 記 7, 17 一 18 
1955 a 一 有 の よる クミ モミ ー ビ ング ディ イジ 
ー ズ の 1 例 (会) 南 日 寄 記 8, 22 
1955 b 一 有 の 幼虫 に よる クリ ー ビ ピン , デイ 
ジー ズ の 1 例 
福岡 医学 雑誌 46, 207 一 214 
1956 a 一 有 日 三 期 虫 を 人 体 に 封入 する 実験 
的 研究 福岡 医学 雑誌 47, 366 一 378 
1956 b 一 有 第 2 中 間 宿 主 た に関する 研究 
福岡 医学 雑誌 47(6), 899 一 915 
南部 一 馬 
1907 一 急性 限局 性 浮腫 に っ いて (会 ) 
陸軍 和 軍医 誌 163, 708 
1918 一 急性 限局 性 浮腫 に つい て 
合 落 医学 会 雑誌 188, 687 一 697 
淳太 
1908 一 誌 急性 限局 性 皮膚 水腫 の 2 例 
東京 医事 新 誌 1561, 845 一 854 


西田 
1956 一 鳥取 ・ 根 ・ 岡 山 の 三 県 に お ける (会 ) 
寄生 虫 誌 5(2), 242 一 243 
1957 a 一 山陰 於 ける (第 3 報 ) (会 ) 
南 日 寄 記 13, 82 一 83 
1957 b 一 山 険 に と お ける 日 症 と 有 て 
米子 医学 雑誌 8(3), 460 一 464 
1957 c 一 中 国 地 方 に お ける ド r レス 顕 日 虫 に つい て 
米子 医学 雑誌 8(3), 465 一 467 
1957 d 一 山 険 に お ける 日 本 顎 口 虫 に つい て 
米子 医学 雑誌 8(3), 468 一 470 
西 仁寿 
1943 一 広東 に お ける 製 線 病 
医学 1, 405 一 408 


西村 議 一 
1954 一 附近 に お ける 有 の 第 二 中 間 宿 主 
に つい て 九 大 医 報 24, 29 一 31 
1955 一 鹿児島 県 川内 地方 の 顕 口 虫 症 
九 大 医 報 25, 13 一 14 


西村 議 一 ・ 梶 原 朝 夫 
1955 一 熊本 県 信 代 市 に 発生 し た 顕 日 虫 症 た つい て 
九 大 医 報 25, 9 一 12 


西村 真 三 ・ 右 一 
1902 一 興味 ある 限局 性 皮膚 水腫 の 1 例 
兵庫 県 医師 会 雑誌 78, 23 一 26 


根城 書 夜 ・ 大 石 定 夫 
1947 一 有 虫 
久留 米 医学 雑誌 10, 202 一 207 


野村 ・ 鈴 村 弘 
1956 一 肖 千 県 に み ら れ た Gnathostomiasis の 症例 た 
つい て 眼科 臨 報 50(6), 461 一 463 


納 富 信 
1949 一 皮膚 症 に お ける アレ ルギー 諸 試 験 (会) 


寄生 学 雑誌 ・ 7 巻 ・ 附 録 文献 集 


皮膚 科 性 病 科 雑 誌 59, 85 

1952 一 地方 病 性 皮膚 限局 性 浮腫 の 臨床 並び に 本 態 に 就 
いて (臨床 和 

長崎 医学 会 雑誌 27 (4), 295 一 300 


1941 一 タイ ン ヶ 其 浮腫 の 原因 的 考察 
; 日 本 医学 及び 健康 保険 3239, 1696 一 1702 
岡部 洋 ・ 古 賀 崎 
1952 一 佐賀 県 下 に お ける 犬 の 寄生 上 凡 虫 た に つい て 
久 懐 米 医 学 雑 誌 15, 637 一 640 
岡部 洋 ・ 野 直 信 
1955 一 上 上 か ら た 有 
臨 科 9, 432 一 435 
岡部 浩 洋 ・ 佐 々 木 浩 之 
1955 一 人 体 よ 出し た 有 
久 医学 雑誌 18, 206 一 209 
岡部 洋 ・ 山 
1952 a 一 九州 産 ネ ュ よ り 得 た (続報 ) ( 了 
り 得 た ) 
久留 米 医学 雑誌 15, 600 一 601 
1952 b 一 非 定 型 的 虫 症 
久留 米 医学 雑誌 15, 660 一 662 
1952 c 一 ライ 魚 と イタ チ に お ける 顕 日 由 の 寄生 状況 
久 医学 雑誌 15, 677 一 679 


岡田 障子 
1950 一 皮膚 ょ る 織 炎 の 1 例 (会 ) 
眼科 報 44, 440 
岡村 一 ・ 丸 田 
1950 一 皮膚 症 の 組織 学 的 検索 
日 本 病理 学会 々 誌 39, 1 一 2 
1955 一 我々 の 見 た 顕 口 虫 症 の 臨床 所 見 
熊本 医学 会 雑誌 29( 補 冊 1), 81 一 84 
岡村 一 ・ 丸 田 ・ 村 上 和 ・ 赤 
1955 一 人 体 肺 よ り 出さ れ た 有 成虫 
東京 医事 新 誌 7, 247 一 248 


岡村 一 瀬 幸 


1957 一 人 体 日 虫 症 (会 ) 南 日 寄 記 10, 17 
岡野 基 

1954 一 皮膚 口 虫 症 新薬 と 3, 247 一 250 
奥島 


1913 一 急性 限局 性 浮腫 (クイ ン ヶ 其 浮 腫 ) の 補遺 
福岡 医学 雑誌 7, 81 一 96 
小野 豊 ・ 久 昇 ・ 木 村 重 ・ 佳 山 
1957 一 野獣 に 関す る 病理 学 的 研究 , エ イノ シシ の 所 見 
兵庫 農大 研究 報告 書 産 学 編 3(1) , 41 一 57 
大 場 直 材 


1957 一 有 第 3 期 虫 の 生体 外 飼 (会 ) 
南 日 寄 記 10, 16 一 17 


大 原 大 野 安 
1956 一 リン 腺 炎 を つ た の 1 例 
福島 医学 雑誌 6(1), 91 一 94 
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1933 一 Gnathostoma 寄生 に 因 る 腫瘍 の 供 
日 記 5, 22 一 23 
大 鈴 正 満 ・ 片 桐 正 三 


1956 a 一 新潟 県 に お ける 分 布 調 査 (会 ) 
寄生 虫 誌 5(2), 241 
1956 b 一 新潟 県 に お ける の 分 布 調査 
医学 と 生物 学 38, 140 一 143 
1956 c 一 新潟 県 に お ける イタ チ に 寄生 する お よ 
び 肺 吸虫 の 分 布 調 査 ( 魚 口 虫 の 研究 3) 
医学 と 生物 学 40(2, 82 一 84 


大 鶴 正 満 ・ 片 桐 正三 ・ 浅 利 議 ・ 田 中 宏 
1957 一 北陸 ・ 羽 地 方 に お ける 日 の 分 布 調 査 
の 研究 4 
医学 と 生物 学 43(2), 42 一 45 


大 正 満 ・ 片 桐 正三 ・ 野 多 
1956 一 寄生 虫 に よる 遊走 性 限局 性 皮膚 肛 4 例 
日 虫 の 研究 2 
医学 と 生物 学 39(3), 91 一 94 


相 
1951 a 一 日 本 顎 日 貝 寄生 に ょ る イタ チ 食 道 腫瘍 の 病理 
組織 学 的 所 見 (会 ) 日 寄 記 20, 40 
1951 d ド r レス 日 成虫 と その 終 宿 主 に お ける 
寄生 部 位 の 組織 学 的 所 見 (会 ) 
南 日 寄 記 4, 20 一 21 
1952 a 一 大 体内 に お ける 日 の 寄生 部 位 組 織 内 
に 見 出さ れる 均質 物 に つい て (会 ) 
南 日 寄 記 5, 18 一 19 
1953 a 一 顕 口 虫 と 関す る 研究 , その 1. 終 宿 主 に お け 
る 虫 部 位 の 病理 組織 学 的 研究 
医学 研究 23, 800 一 821 
1953 b 一 に 関す る 研究 , その 2. 有 
虫 の 大 黒 龍 体内 に お ける 移行 経路 並び に 移行 
部 位 の 組織 学 的 変化 
医学 研究 23, 822 一 836 


坂井 
1914 一 人 久行 病 ( ク リー ビング デ シー ズ ) の 1 例 
皮膚 泌尿 器 科 雑 誌 14, 1035 一 1038 


敏之 
1944 一 有 病 
26, 106 


伊 与 五 
1903 一 限局 性 皮膚 水腫 の 1 例 
兵庫 県 医師 会 雑誌 87, 5 一 8 


進 ・ 山 田 司 
1917 一 タリ ー ビ ピン グ デ ジー ズ に 附 て 附 リ グラ 条 虫 に 
皮膚 及 泌尿 器 科 雑誌 17, 460 一 461 
水 喜 一 
1953 一 有 感染 と に と ょ る 家 束 の 肝臓 機能 障 
及 血 液 像 の 変化 (会 ) 南 日 寄 記 6, 17 一 18 


(19 ) 


1954 一 貝 乳剤 注入 に ょ る 家 肝臓 機能 及び 血液 
の 変化 (会 ) 南 日 寄 記 7, 16 一 17 
1956 a 一 的 家 虫 症 た お ける 所 サ ー レス 現 
人 象 た に つい て (会 ) 
寄生 虫 誌 5(2), 270 一 271 
1956 b 一 有 第 3 期 虫 に た よる サー レス 現象 
(会 ) 南 日 寄 記 9, 50 一 51 
1957 一 顕 口 虫 症 に 関す る 実験 的 研究 
医学 研究 27 (8), 1733 一 1765 


下 瀬 謙太 
1910 一 所 調 北 京 公 使 館 病 た と つい て (会 ) 
中 外 医 事 新報 728, 975 一 976 


白川 充 
1956 a 一 有 球 顕 口 虫 の 新しい 終 宿 主 に 関す る 実験 的 研 
究 ( 会 ) 寄生 虫 誌 5(2), 221 一 222 
1956 b 一 有 日 の 新しい 終 宿 主 た に関する 実験 的 研 
究 医学 と 生物 学 38,.152 一 154 


左 司 統一 
1950 一 有 虫 に 依る と 思わ れる 眼 内 腫 の 1 
有 臨 報 44, 537 一 539 


須 宏文 ・ 石 橋 忠 男 ・ 井 
1954 一 坂出 地方 に お ける 有 虫 症 た つい て 
東京 医事 新 誌 71, 403 一 405 
須賀 ・ 石 橋 忠 男 ・ 井 兵 ・ 浜 
1955 一 坂出 地方 に お ける 有 球 顎 日 虫 症 に つい て (第 二 
報 ) 診断 と 治療 30(7), 753 一 756 
鉄 木 了 司 ・ 佐 藤 ・ 湯 田 和 
1956 一 宮城 県 産 雷魚 に お ける 由 に つい て 
宮城 県 衛生 研究 所 報告 30, 20 一 21 


高山 四 川 充 
1957 一 実験 的 に 有 を 感染 させ た 菌 の 胃 腫 
組織 学 的 研究 (会) 南 日 寄 記 10, 16 
武市 
1954 一 有 成虫 の 前 端 部 の 微細 構造 (会 ) 
南 日 寄 記 7, 12 一 13 
1955 一 有 虫 生殖 器 の 微細 構造 (会 ) 
南 日 寄 記 8, 25 一 26 
1956 一 有 来 芳 日 虫 成虫 の 構造 に 関す る 研究 
医学 研究 26 (10) , 2600 一 2634 
滝沢 一 男 
1956 a 一 有 第 3 期 虫 の 体 出 液 並び た に 
養 ガマ 心臓 及び サ ギ 小 腸 に 及ぼ す 影 
(会 ) 誌 5(2), 244 一 245 
1956 b 一 有 3 期 虫 の 虫 体 液 びに 
養 液 の 家 更 運動 に た 及ぼす 影 響 (会 ) 
南 日 寄 記 9, 45 一 46 
1957 a 一 日 虫 ア レル ギー の 薬理 学 的 研究 (会 ) 
南 日 寄 記 10, 15 一 16 
1957 b 一 に 関す る 薬理 学 的 研究 
医学 研究 27(11), 2747 一 2766 
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田辺 操 
1942 一 奉 国 = オケ ル 重 要 ナ ル 人 体 寄生 虫 病 及 ビ 医 学 = 


関係 アル 動物 2, 3 岩井 ・ 北 村 編 , 疾 
病 ト 其 ノ 診療 金原 書店 東京 136 一 203 


田中 寛 ・ 浅 子 由 己 ・ 宇 田川 友 司 ・ 前 村 弘 
1957 一 有 幼 若 成 の 幼児 寄生 例 (会 ) 
東 日 寄 記 7, 


田中 小 治 
1952 一 上 特産 魚 と し て の タイ ワン ド デ ョ ウ 増 殖 
の 研究 
胎 和 26 年 度 香 川 県 水産 試験 場 報告 1, 2 一 44 
棚瀬 正 
1956 一 顕 日 虫 の 好 酸 球 増 多 に 関す る 実験 的 研究 (会 ) 
南 日 寄 記 9, 14 
棚瀬 幸 正 ・ 岡 村 一 民 
1956 一 アレ ルギー の 病理 学 的 研究 (会) 
寄生 虫 誌 5(2), 245 
谷 耕 一 
1941 一 所 調 長 江 レ ッ マ チ ス は クイ ン ヶ ケ 氏 浮腫 な りや , 
殊 に 其 の 白血球 に つい て 
軍医 団 雑誌 333, 233 一 242 
田村 吉 
1918 一 クタ リー ビ ピンク デイ ス 』ー ズ の デモ ンス 
トラ チオ ー ン 東京 医学 会 雑誌 32, 305 
1919 一 クタ リー ビン ク デイ シー ズ に つい て 
皮膚 及 泌 尿 器 科 雑 誌 19; 827 一 834 
891—910 


植木 敏之 
1954 一 有 第 3 期 の ネズ ミ に お ける 移行 経 
路 , 特に 肝 通 過 に つい て (会 ) 
南 日 寄 記 7, 13 一 14 
1955 一 有 第 3 期 虫 の 移行 終 路 一 テン キン ネ 
ズミ の 背部 皮下 に 封入 し た 場合 (会 ) 
南 日 寄 記 8, 24 一 25 
1956 a 一 有 々 体 の 核酸 及び グリ ュー ゲン に つ 
いて (会 ) 寄生 虫 誌 5(2), 243 一 244 
1956 b 一 日 虫 症 の 免 商学 的 研究 (会 ) 
南 日 寄 記 * 9, 13 一 14 
1957 a 一 顕 日 貝 症 の 免疫 学 的 研究 (第 二 報 ) (会 ) 
南 日 寄 記 10, 17 
1957 b 一 有 隷 晋 貝 第 三 期 幼 虫 に 関す る 実験 的 研究 
3 医学 研究 27 (6), 1162 一 1196 
梅谷 敬之 
1949 a 一 九州 産 の と における 被 虫 の 寄生 
; 状態 (会 ) 日 寄 記 18, 14 
1949 b 一 九州 産 雷魚 に お ける 貝 被 の 寄生 状 
熊 医学 と 生物 学 15, 249 一 251 
1950 a 一 頸 日 虫 の 新しい 第 2 中 間 宿 主 に つい て (会 ) 
日 寄 記 19, 40 
1950 b 一 九州 虫 の 動物 及び 鳥類 に対する 感染 
実験 (会 ) 南 日 寄 記 3, 21 一 22 
1951 a 一 九州 虫 虫 を 中 乳 動物 及び 鳥類 と あ た を 


た 成績 (会 ) 日 寄 記 20, 38 
1951 b 一 関す る 研究 


医学 研究 21, 495 一 508 
梅谷 ・ 有 田 道夫 
1950 一 九州 産 イ タチ に お ける 及 び 虫 の 寄 
生 状 態 (会 ) 日 寄 記 19, 40 一 41 
1951 a 一 九州 の イ タチ に する 成虫 と 幼虫 
に つい て 
医学 と 生物 学 18, 154 一 157 
1951 タチ か ら 見 た 日 本 九州 に お ける 分 


布 日 寄 記 20, 39 一 40 
奥 浩 策 
1956 一 有 虫 第 三 期 幼虫 の 「 レ 」 線 感 受 性 た に つい 
て 寄生 虫 誌 5(2), 268 一 269 
海江田 徹 ・ 片 峰 大 助 


1956 一 長崎 県 下 と お ける ド r レス 由 特に イノ シ 
ン 胃 層 よ り 得 た る 虫 た つい て (会 ) 
南 日 寄 記 9, 17 一 18 
1957 一 ネコ 肝 内 の 有 を ラッ テ に た 実 

験 (続報 ) (会 ) 南 日 寄 記 10, 

渡辺 直 寛 
1956 一 奈良 県 に 発生 せる 症 例 

奈良 医学 雑誌 1, 24 一 26 


山田 弘 
1902 一 清国 上 海 附近 に お ける 一 種 の 皮膚 病 (限局 性 皮 
浮腫 ) に つい て 
皮膚 及 泌尿 器 科 雑誌 2, 119 一 125 
Yamaguti 8S. 
1940—Studies on the helminth fauna of Japan. Part 
35, Mammalian nematodes, II 
Jap. Jour. Zool., 9, 409—438 


山 
1950 a 一 顕 日 貝 症 の 免疫 学 的 研究 , 第 1 報 , 皮 内 反応 
(会 ) 南 日 寄 記 3, 16 
1950 b 一 九州 産 猫 よ り 得 た る 顕 唱 貝 ( 会 ) 
南 日 寄 記 3, 17 
1950 c 一 九州 産 猫 よ り 得 た る 
久留 米 医 学 雑誌 13, 309 一 313 
1951 a 一 日 の 免疫 学 的 研究 ( 皮 内 反応 及び 沈降 
反応 ) (会 ) 日 寄 記 20, 41 
1951 b 一 顕 日 貝 症 の 免疫 学 的 研究 , 第 1 報 皮 内 反応 
(その 1, 幼虫 抗 元 に と ょ る 反応 ) 
久留 米 医 学 雑 誌 14, 317 一 322 
1951 c 一 名 日 出 症 の 免疫 学 的 研究 第 1 報 皮 内 反応 
(その 2 成虫 抗 元 に と ょ る 反応 ) 
久留 米 医学 雑誌 14, 323 一 324 
1951 d 一 顕 日 虫 症 の 免疫 学 的 研究 (第 3 報 , 補 体 結合 
反応 ) (会 ) 南 日 寄 記 4, 25 一 26 
1952 a 一 日 症 の 免疫 学 的 研究 第 2 報 反応 
久留 米 医 学 雑誌 15, 26 一 28 
1952 b 一 顕 日 貝 症 の 免 商学 的 研究 第 3 報 補 体 結合 反 
応 久留 米 医 学 雑 誌 15, 29 一 34 
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1952 c 一 誌 普 日 貝 症 の 免疫 学 的 研究 第 4 報 抗 元 性 た 
つい て (会 ) 日 寄 記 21, 102 
1952 d 一 顕 口 貝 症 の 刈 疫 学 的 研究 第 4 報 抗 元 性 た つ 
いて 久留 米 医学 雑誌 15, 223 一 228 
1953 一 徳島 県 の 寄生 虫 1 徳島 県 た に お ける ネコ ュ , イ 
タチ 及び イヌ の 寄生 虫 
医学 と 生物 学 29, 171--173 
1954 a 一 四国 の (会 ) 
寄生 虫 誌 3, 104 一 105 
1954 b 一 四国 の 治療 報 515, 10 
1955 一 四国 の (2) (会 ) 寄生 虫 誌 4, 134 一 135 


山 富 ・ 伊 
1954 一 四国 の 野鳥 に 寄生 する 1) 
医学 と 生物 学 32(2), 109 一 111 


山口 富 松 尾 一 
1954 一 徳島 県 の 寄生 虫 4, 徳島 県 産 イ ノシ シ に 寄生 す 
る 医学 と 生物 学 31, 230 一 232 


山 ・ 豊 田 均 ・ 松 尾 栄一 
1955 一 カム ル チ イ に する 症 虫 を イヌ ぇ に あ 
た を た 実験 四国 医学 雑誌 6, 111 一 113 
富雄 他 5 名 
1954 a 一 香川 県 下 の カ ムル チイ に 寄生 する 
香川 県 衛生 研究 所 所 報 13 


富 他 3 名 
1954 b 一 香川 県 の 虫 (第 2 報 ) 
香川 県 衛生 研究 所 所 報 16, 1 一 6 


山 他 3 名 
1955 一 四国 の 野鳥 に する 口 由 
四国 医学 雑誌 6, 365 一 366 


山口 富 
1956 一 四国 の 
四国 医学 雑誌 9(5), 316 一 326 


山中 三 
1956 一 遠賀 川 流域 と お ける 有 束 顕 口 虫 の 分 布 調査 (会 ) 
南 日 寄 記 9, 45 
1957 一 顕 日 貝 症 の 治療 に関する 実験 的 研究 (会 ) 
南 日 寄 記 10, 26 
山中 
1956 a 一 有 貝 の 免疫 学 的 研究 1) シュ ルツ タマ 
ン 反 応 に つい て (会 ) 
寄生 虫 誌 5(2), 272 
1956 b 一 有 隷 晋 虫 の 免疫 学 的 研究 (2) Prausnitz- 
Kuistner 反応 (会) 南 日 寄 記 9, 47 
1957 一 有 虫 の 免疫 学 的 研究 I) 実験 的 動物 
日 貝 症 に 於 ける 皮 内 反応 の 推移 (会 ) 
南 日 寄 記 10, 15 
横山 秀吉 
1944 一 所 ング ー ン 腫 に つい て 
軍医 団 雑誌 368, 3 一 28 
喜田 真 
1926 一 ゲ ナ トス トマ ・ ス ピ ニ = ゲル ム の 寄生 に つき て 


C24:) 


(会 ) 日 本 病理 16, 256 一 260 
1931 aー イ タチ の 食道 腫瘍 を 形成 する Gnathostoma 
shmigerum Owen, 1836 に つき て 
動物 学 雑 誌 43, 266--275 
1931 bー「 イ タチ 」 ノ 食道 腫瘍 ヲ 形成 スル ぐ な と す と 
ま 。 す び ぴ に げ る む = ッ イ テ 
: 日 新 医学 20, 1604 一 1618 
1933 a 一 「 ゲ ナ ト ス トマ ・ ス ピ ニ = ゲル ム 」 ノ 発 育 = ッ 


イ テ (会 ) 日 寄 記 5, 23 
1933 b 一 有 (G. spinigerum Owen, 1836) の 
発育 た つい て 


日 本 病理 学会 々 誌 23, 813 一 819 
1936 一 有 口 Gnathostoma spinigerum Owen に 
つい て (会 ) 
動物 学 雑誌 48, 237 一 238 
1937 一 有 球 顕 口 貝 の 発育 感染 た つい て 
動物 学 誌 49, 107 108 


Yoshida, 

1934 a—Observations on Gnathostoma spimgerum 
OWEN, 1836, cause of esophageal tumor in 
the Japanese mink Lutreola itatsi itatsi 
(Temmink, 1844), with especial reference 
to its life history. 

Jap. J. Zool. 6, 113—122 

1934 b—Contribution to the study on Gnathostoma 
spinigerum OWEN, 1836, cause of esopha- 
geal tumor in the Japanese mink, with 
especial reference to its life history. 

Transactions of the Ninth Congress 
F.E.A.T.M. Nanking, 1, 625—630 


喜田 雄 ・ 岩 田 正 豊 田 一 長 
1932 a 一 ニッ イ テ (会 ) 
1932 b 一 寄 生 に 就 て 


日 記 4, 67 


日 本 病理 学会 々 誌 22, 


1936 a 一 本 ニ = オケ ヶ ケル 獲 有 ( 会 ) 
日 寄 記 8, 18 一 20 
1936 b 一 本 ニ = ケル 猫 2 有 ( ) 其 発 育 = 
ッ イ テ 動物 学 雑 誌 48, 565 一 571 


吉沢 幅 ・ 前 村 弘 ・ 真 弓 定 夫 ・ 浅 子 由 己 ・ 宇 田川 友 司 ・ 
寛 
1957 一 有 の 若 雌 成 虫 の 幼 寄生 
御茶の水 医学 雑誌 5(5), 493 一 499 
楊 
1946 一 内 地産 の 生食 後に 発病 し た 長江 様 症例 
と 同 に 発見 し た 有 虫 仔 つい て 
研究 23, 93 一 94 
湯田 ・ 鈴 木 了 
1957 a 一 宮城 県 の 日 (会 ) 
誌 6, 353 
1957 b 一 宮城 県 の ( 第 一 報 ) 
宮城 県 衛生 研究 所 報告 33, 72 一 78 
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項目 別 索 引 


加藤 和 一 郎 (1953) , 北村 包 (1951), Kitamura K. 
(1952) , 北村 包 族 ・ 小 宮 義 孝 (1949, 1952), 宮崎 一 郎 
(1950a, 1953, 1954a, 1954b 1955 b, 1955c, 1955d, 
1955e, 1955g, 1956a, 1957a, 1957b, 1958a, 1958b), 
Miyazaki I. (1954c, 1954e), 


分 類 , 形態 
有田 道夫 (1950, 1953), 木下 益 雄 (1924), 北村 包 竜 
(1951) , 小林 瑞穂 ・ 馬 樹 (1957) , 馬 茂樹 (1957 
a), 宮崎 一 郎 (1950b, 1952a, 1952c, 1952e, 1952f, 1954 
a, 1955f, 1955h), Miyazaki IL. (1954e), 宮崎 一 郎 , 
有田 道夫 (1950, 1951a, 1951b, 1951c) , 宮崎 一 郎 ・ 有 
田 道 夫 ・ 石 井 洋一 ・ 菊 池 正 (1953) , 宮崎 一 郎 ・ 石 井 洋一 
(1952a, 1952b) , 宮崎 一 郎 ・ 梅 (1950a, 1951a, 
1951b), 森下 (1921, 1923, 1951), Morishita K 
(1924) , 森田 隆 (1953, 1954, 1955a, 1955b), 武市 仔 
(1954, 1955, 1956), 海江田 片 大 助 (1956), 
Yamaguchi S. (1940) , 吉田 貞雄 (1931a, 1931b, 1936), 
Yoshida S(1934a, 1934b) 
生理 , 生態 , 発育 史 

(1955) , 有田 道夫 (1950, 1951, 1952), 江頭 
正義 (1951c) , 羽田 野 邦 和 (1956), 羽田 野 邦 和 ・ 西 辻 一 
重 (1957) , 羽田 野 邦 和 ・ 渡 辺 桂 吉 (1954) , 羽鳥 重郎 ・ 
宮川 一 多 ・ 村 上 緑 (1944) , 石井 洋一 (1954, 1956), 石 
井 洋一 ・ 池 正 (1953) , 光 (1952a, 1952c, 1952d), 
岩田 俊夫 (1957) , 峰 大 助 (1956) , 片 峰 大 助 ・ 江田 
(1956) , 菊池 正 (1952, 1953a, 1953b, 1955, 1956), 
小林 ・ 馬 正樹 (1956, 1957), 元 晃 ・ 有 田 道 
夫 (1956) , 馬 (1956, 1957a, 1957b), 松田 充 
(1955, 1956), 宮崎 一 郎 (1949, 1951, 1952b, 1952d, 
1952c, 1956f), Miyazaki I. (1954e), 宮崎 一 郎 ・ 有 田 
道夫 (1950, 1951c), 宮崎 一 郎 ・ 有 田 道 夫 ・ 磯部 光 ( 1951), 
宮崎 一 郎 ・ 石 井 洋一 (1952a, 1952b, 1952c) , 宮崎 一 郎 
・ 石 井 洋一 ・ 磯部 親 則 (1953a, 1953b) , 宮崎 一 郎 ・ 菊 
池 正 (1954a), 宮 崎 一 郎 ・ 長 尾 正 業 (1952a, 1952b, 
1953a, 1953b), 宮崎 一 郎 ・ 谷 (1950b, 1951a), 
森下 薫 (1950, 1951), 森田 隆 (1954, 1955b), 長尾 正 
業 (1953, 1956a), 1956b) , 大 場 直 (1957), 白川 光 
(1956a, 1956b), 滝沢 一 男 (1956a, 1956b, 1957a, 
1957b) , 田中 小 治郎 (1952) , 植木 敏之 (1954, 1955 
1957b) , (1950a, 1950b, 1951a, 1951b) , 魚住 
浩 策 (1956), 海江田 片 大 助 (1957), 山口 富雄 ・ 
豊田 均 , 松尾 栄一 (1955), 吉田 貞雄 (1926, 1933a, 


1933b, 1937), Yoshida S. (1934a, 1934b), 吉田 貞 
雄 , 一 , 富 羽 源 造 (1936a, 1936b), 吉田 貞雄 . 
豊田 一 長 , 岩田 正俊 (1932a, 1932b) 

分 布 


浅見 (1917) , 江頭 正 (1950b, 1953a), 羽鳥 重郎 ・ 
宮川 一 多 (1944) , 羽鳥 重郎 ・ 宮 川 一 多 ・ 村 上 緑 (1944), 
服部 絢 一 ・ 光 武 良 短 (1948) , 伊 鳥 交 昌 (1954), 今井 田 
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磯部 親 則 
(1953, 1954b, 1954b, 1954c, 1955a, 1955b, 1955c, 
1956) , 磯部 光 (1950, 1952b), 光 ・ 加 茂 (1951), 


ニ 子 ・ 水 町 晴 重 (1954) , 石橋 忠男 (1954), 


岩田 ・ 幸 正 ・ 林 行 (1956), 片桐 正三 ・ 大 
正 満 (1957) , 片 峰 大 助 ・ 海 江田 微 (1956, 1958), 菊池 正 
(1954, 1956) , 木村 恒 三 ・ 渡 辺 昇 蔵 (1940) , 北村 包 意 ・ 
川井 (1949) , 小林 ・ 馬 樹 (1956) , 銀 治 ・ 
北村 包 小 宮 (1945) , 銀 治 ・ 北 村 包 小 
宮 ・ 近 藤 和男 (1945) , 小坂 上 一 , 伊藤 (1955), 
(1913) , 宮川 文雄 (1935), 宮尾 績 (1928), 宮崎 一 
郎 (1955a) , 宮崎 一 郎 ・ 有 田 道 夫 (1951a, 1951b) , 宮崎 
一 郎 ・ 飯 野 治 (1956) , 宮崎 一 郎 ・ 部 光 (1951a, 
1951b) , 宮崎 一 郎 ・ 加 茂 雨 ・ 菊 池 正 (1953a, 1953b), 
宮崎 一 郎 ・ 菊 池 正 (1954b) , 宮崎 一 郎 ・ 菊 池 正 ・ 磁 部 親 
則 (1952, 1953) , 宮崎 一 郎 ・ 菊 池 正 ・ 長 尾 正 業 (1954) 
宮崎 一 郎 ・ 長 尾 正 業 (1952a, 1952b, 1953a, 1953b), 
宮崎 一 郎 ・ 大 正 満 ・ 北 村 包 小 宮 ・ 森 下 夫 
・ 森 下 長 花 操 ・ 山 富 雄 ・ 塚 本 ・ 岡 部 洋 ・ 
岡村 一 郎 ・ 北 村 精 一 ・ 片 峰 大 助 (1956, 1957), 宮崎 一 
(1956a, 1956b) , 長尾 正 業 (1952) , 西田 弘 (1956, 1957 
a, 1957b, 1957c, 1957d), 西村 謙一 (1954, 1955) 西村 
謙一 , 朝 (1955), 野村 篤子 ・ ・ 村 昭 弘 (1956) , 
岡部 古 賀 靖 造 (1952) , 岡部 富 雄 1952a, 
1952¢) , 天 ・ ・ 桐 正三 (1956a, 1956b, 1956c), 

大 満 ・ 片 桐 正三 ・ 利 ・ 田 中 宏 (1957) , 須賀 
交 ・ 石 橋 忠男 ・ 酒 井 兵 衛 ・ 浜 隊 (1955), 鈴木 了 司 ・ 
・ 湯 田 和 郎 1956) , 田辺 操 (1942), 條 
(1949a, 1949b), 梅谷 有 田 道 夫 (1950, 1951a, 
1951b) , 海江田 懲 ・ 片 峰 大 助 (1956) , 山口 富雄 (1950b, 
1950c, 1953, 1954a, 1954b, 1955), 山口 富雄 ・ 伊 島 
靖 (1954) , 山口 富雄 ・ 松 尾 栄一 1954), 山口 富雄 他 
(1954a, 1954b, 1955, 1956), 山中 三 (1956), 吉田 
雄 ・ 供 原 一 芳 ・ 富 羽 源 造 (1936a, 1936b) , 湯田 和郎 ・ 
鈴木 了 司 (1957a, 1957b) 


7. 病理 , 


阿部 忠夫 (1942), 藤 (1956a, 1956b, 1956c, 1957) 
(1917) , 江頭 正義 (1950a, 1951a, 1951b, 1953b, 
1953c) , 古野 (1957), 服部 絢 一 ・ 光 直良 短 1948) , 
早瀬 正二 (1942) , 日 謙太 郎 ・ 上 平川 
光昭 (1956, 1957), 堀内 (1922). 池上 豊 (1919a, 
1919b) , 親 則 (1955a, 1956), 磯部 光 (1951) , 
貞 (1923), 片桐 正三 ・ 平野 (1956), 包 
(1951) , 北村 包 導 ・ 川 井 博 (1949), 北村 精 一 (1947), 
北村 精 一 ・ 野 北 通夫 (1954) , 木 附 徹 雄 (1955, 1956a, 
1956b), 屋 治 ・ 北 村 包 小 宮 (1944a, 1944b) , 
内 正 一 (1943), 松下 文雄 ・ 牧 ・ 岩 田 俊夫 (1957), 
宮崎 一 郎 (1956b) , 水野 礼司 (1936), 茂木 宜 (1937), 
長野 純 蔵 (1904, 1906), 長野 正 業 (1954), 南部 一 馬 
(1907, 1908) , 野村 ・ 鈴 昭 (1956), 納 富 信 
(1949, 1952) , 額田 夫 ・ (1941) , 岡部 浩 ・ 
山口 富雄 (1952b) , 岡村 一 郎 ・ 丸 田 (1950) , 小野 豊 ・ 久 
葉 昇 ・ 木 村 重 ・ 山 良 正 (1957) , 大 郎 (1933) , 
相良 勇 (1951a, 1951b, 1952a, 1953a, 1953b), 清水 
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喜一 朗 (1953, 1954, 1956a, 1956b, 1957), 高山 四 
郎 ・ 川 (1957) , 正 (1956), 幸 正 ・ 岡村 
一 郎 (1956) , 一 (1941), 田村 吉 (1919) , 植木 敏 
(1956b, 1957a 1957b), 梅野 直弘 (1956, 1957), 山 
口 富雄 (1950a, 1951a, 1951b, 1951c. 1951d. 1952a, 
1952b, 1952c. 1952d) , 山中 (1956a, 1956b, 1957), 
吉田 貞雄 (1926, 1931a, 1931b) 


6. 診断 , 治療 


阿部 忠夫 (1942) , 姿 藤 挫 郎 (1956a), 出羽 助 一 (1950a, 
1950b) , 土肥 章 司 (1910), 土井 芋 吉 (1950), 江頭 正義 
(1950a, 1951a, 1951b, 1953b, 1953c), 藤田 秀 一 (1919) , 
福岡 (1947, 1948), 川 (1952), 羽田 野 邦 
和 ・ 管 原 議 次 ・ 分 山 志 郎 ・ 梶 原 誠 一 (1956) , 羽鳥 重郎 
(1944) , 服部 絢 (1955), 堀内 真 (1922), 石橋 
(1954), 石原 直 (1954), 伊藤 賀 忠 (1943), 岩切 友 志 
(1952) , 岩田 雄 ・ 石 井 (1956) , 二 (1904) , 

梶井 貞 吉 (1923) , 金子 鉄男 (1912), 片桐 正三 ・ 平 野 多 
閉 (1956) , 川井 博 (1950) , 木村 恒 ・ 辺 昇 蔵 (1940) , 

北村 包 韻 (1946, 1947a, 1947b, 1948a, 1948b, 1951), 
北村 包 橋 本 議 (1947) , 北村 包 導 川 (1949), 

北村 精 一 (1947) , 北村 精 一 ・ 一 瀬 健吾 ・ 納 富 信 茂 ・ 
(1947) , 北村 精 一 ・ 野 北 通夫 (1954) , 北村 精 一 ・ 納 富 
信 茂 (1948, 1951), 銀 ・ 北 村 包 導 小 宮 義 孝 
(1944a, 1944b), 前 島 正 ・ 伊 栄 (1952)・ 正 一 
(1943) , 松田 等 (1915) , 松倉 豊治 ・ 吉 田 貞雄 (1944), 

松波 英 一 ・ 小 析 ・ 馬 ・ 松 下 雄 (1956) , 皆 
見 省吾 (1950) , 省吾 ・ 中 野 (1951) , 操 道 ・ 服 
部 絢 一 (1947) , 宮崎 一 郎 (1954b, 1954d, 1955a), Mi- 
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yazaki (1954c) , 宮崎 一 郎 ・ 飯 野 治 導 (1956), 宮崎 一 郎 
菊 池 正 (1954c) , 宮崎 一 郎 ・ 正 (1951) , 宮崎 寛 明 
(1950, 1951) , 茂木 宜 (1937), 森下 韻 (1921, 1923) , Mori- 

shita K., Faust E. C. (1925), 森下 (1956a), 森下 

夫 ・ 田 節夫 ・ 加 森 基 樹 ・ 酒 井 久 ・ 竹 内 和 

夫 (1957) 村上 直 (1917) , 村上 和光 ・ 岡村 一 郎 ・ 赤 
夫 (1954) , 永松 三男 ・ 塩 信 一 (1949) , 長野 純 蔵 (1904, 
1906) , 長野 正 業 (1955 a, 1955b), 南部 一 馬 (1907, 
1908) , 淳太 郎 (1908) , 西 仁寿 (1943) , 西村 , 

梶原 朝 夫 (1955) , 西村 貞 郎 ・ 杉 右 一 (1902) , 根城 

夜 ・ 大 石 定 夫 (1947) , 野村 冬子 ・ 鈴 村 昭 弘 (1956), 納 富 

信 茂 (1949, 1952), 和 須賀 夫 ・ 谷 耕一 (1941), 岡部 

洗 直 信 (1955) , 岡部 佐 々 木 (1955) , 

岡部 洗 ・ 山 富雄 (1926b) , 岡田 子 (1950), 岡村 

一 郎 ・ 丸 田 築 (1955) , 岡村 一 郎 ・ 丸 田 築 ・ 村 上 和光 ・ 

赤星 (1955) , 岡村 一 郎 ・ 幸 正 (1957), 岡野 基 
(1954) , 奥島 次 郎 (1913), 大 原 郎 ・ 大 野次 
(1956) , 大 次 郎 (1933) , 大 正 満 ・ 片 桐 正三 ・ 平 

野 多 義 (1956d) , 坂井 精 一 (1914) , 坂 日 敏之 (1944), 

坂田 伊 与 五 郎 (1903) , 桜 根 孝 之 進 ・ 山 田 司 郎 1917), 

下 瀬 謙太 郎 (1910) , 左 司 統一 (1950) , 須賀 宏 交 ・ 石 橋 

・ 福 井 兵 衛 (1654, 1955), 田辺 操 (1942), 田中 

由 ・ 宇 田川 友 ・ 前 村 , 谷 一 (1941), 

田村 (1918) , 渡辺 直 寛 (1950) , 山田 (1902), 

山口 富雄 (1950a, 195la, 1951b, 1951c, 1951d, 

1952a, 1952b, 1952c, 1952d, 1954b), 山中 
(1957) , 横山 (1944), ・ 前 村 ・ 真 弓 定 夫 ・ 

子 由 己 ・ 宇 田川 友 悟 ・ 田 中 寛 (1957) , 楊 頑 醍 (1946) 
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d-2) 旋 
著者 名 別 目 録 


浜中 正 一 ・ 海 住 優 
1934 一 旋 毛 虫 病 類 似 疾 患 の 1 例 
実験 消化 器 病 学 9(2), 244 
真下 俊一 
1933 一 旋 毛 貝 病 (Trichinosis) の 1 例 | 
実験 医 報 228, 1613 
本 村 一 ・ 梅 津 元 
1936 一 ラッ テ の 栄養 状態 と トリ ヒナ の 感染 に つい て 
日 本 獣医 学会 雑誌 15(4), 233 
Ohbayashi, M;: & H:; Sato 
1957—Discovery of a case of trichinosis in Japan. 
Jap. J. Vet. Res. 5(2), 39 


佐藤 博 ・ 大 林 正 士 ・ 上 村民 雄 ・ 井 田 泰 二 
1957 一 日 本 に お ける トリ ヒナ 症 第 1 例 
獣医 産 新報 207, 559 
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寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 附 録 交 献 集 


和 村 鹿 
1930 一 ミク リッ 氏 病 様 面 を せ る 毛 病 者 の 
1 例 眼科 臨床 医 報 25(4), 691 
山根 幸夫 
1938 一 天 に 於 ける 犬 の 旋 毛 貝 , ー バ , 肝 
虫 及び 剛 強 糸状 虫 の 自然 感染 
現代 の 獣医 33(10), 628 
医学 雑誌 29(1), 111 
湯川 忠一 
1934 a 一 率 天 附 近 た に 於 て 発見 せる 旋 毛 虫 
満 洲 獣医 書 産学 会 雑誌 16, 155 
医学 雑誌 21(3), 536 
1934 b 一 南 満 に 於 て 発見 せる 犬 の 旋 毛 貝 (Trichina) 
第 1 報 満 洲 医 学 雑誌 21(5), 805 
1937 一 南 満 た に 於 ける 犬 の Trichina 症 
陸軍 獣医 団 報 332, 309 
湯川 一 ・ 川 戸 村 戸 
1934 一 天 附近 に 於 て 発見 せる 旋 毛虫 
陸軍 獣医 団 報 302, 1056 
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著者 名 別 目 録 


中 条 五 太 
1930 一 スト ロン ギョ イデ ス ・ ス テル コラ ー リ ス に 関す 
る 下痢 症 に 就 て 診療 2(2), 
藤田 
1938 一 細 症 より 得 た る Strongylodes papill- 
osus wedl, 1856. 
日 本 獣医 学 雑誌 17 (2), 152 
英雄 ・ 山 
1955 一 奄美 大 島 の 区 線 虫 症 た に つい て 
鹿児島 医学 雑誌 7(2), 346 一 350 
ガリ ヤ ア ル ・ ア ン リ イ 
1943 一 スト ロン ギョ ロイ デス ・ ス テル コラ リス の 生物 学 
及び 毒性 た 関す る 研究 
日 本 医事 新報 1102, 2008 一 2009 
権藤 高 奪 
1950 一 仔 及ぼす 諸 種 薬 物 の 影響 (1) (2) 
線 虫 に 及ぼす 影響 (会 ) 
大 阪 医科 大 学 雑 誌 11(2), 51 
鳥 重 
1898 一 「 ア ング イル ラ ・ ス テル コラ ー リ ス 」(Anguitulla 
stercoralis Norm.) = 就 テ 
東京 医学 会 雑誌 12(16), 735 一 748 
長谷 川藤 太 ・ 近 田 育 平 
1908 一 人 体 よ り 得 た る アン グイ ル ラ ・ ズ ステ ルコ ラー リ 
ス に 就 て 東京 医事 新 誌 1584 
長谷 川 徳 三 
1924ー「 ス トロ ン ギ ロイ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 」 
主体 外 = 於 ケル 「 フ ォ ラ リア 」 仔 虫 型 = 就 テ 
東京 医事 新 誌 2373, 1134 一 1146 
1927 一 す と ろ ん ぎ ろ い で す ・ す て る こら ー- り す 症 
診断 と 治療 14(6), 


今泉 上 勝 太 
1911 一 あん ぐい ら ・ い ん て す ち な ーー りす ノー 実験 
医事 新聞 826, 
今井 環 ・ 古 賀 元 晃 


1949 一 病理 の 会 (第 12 回) 第 1 例 下痢 
臨 打 と 研究 26 (12), 802 一 804 
石井 元 真 
1897 一 内 臓 虫 あん ぐい る ら ・ い ん て す ち な ーー りす 及 す 
て る こら ーー りす ノー 例 
鹿児島 県 医学 会 雑誌 6, 
伊藤 一 
1932 一 「 ス トロン ギョ ロイ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 」 和 寄生 
成虫 及 卵 並 仔 虫 = 関 ス ル 知 見 補遺 
慶応 医学 12(11), 2147 一 2164 
岩谷 信之 助 
1912 一 あん ぐい る ら ・ い ん て す ち な ーー りす の 一 例 
研 頑 会 雑誌 104, 
1914 アン グイ ル ラ ・ ス テル コラ 


stercoralzs) = 就 テ 


加 信 万 
1921— 


勝木 司馬 助 
1951 一 虫 症 


河井 
1935— 


寄生 虫 学 雑誌 ・ 巻 ・ 文献 集 


東京 医事 新 誌 1870, 1082 一 1092, | 
1872, 1196—1198, | 


スト ロン ギョ ロイ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 供 覧 


(会 ) 日 本 内 科学 会 雑誌 9(8), 
医学 11(3), 184 


スト ロン ギ r イ デス ・ ス テル コラ ー リ ス ,。 フィ 


ラリ ア 型 仔 虫 2 諸 種 化学 薬品 = 対 ス ル 抵 抗力 試 


験 人 学会 雑誌 34(12), 2051-2062 


上 


1940— Strongyloides enteritids の 毒性 物質 並 に 其 免 疫学 
的 研究 (1) Strongyloides enteritidis の 毒性 物質 
及び 其 性 物 免疫 原 性 


河崎 弘 利 
1924— 


日 本 医科 大 学 雑誌 1111), 1607 | 


スト ロン ギャ r イ デス ・ ス テル コラ ー リ ス の 割 検 


例 た 就 て ン ギ ョ イデ ス に 於 ける 大 腸 | 
瘍 の 発生 に 関す る 疾 義 に 就 て の 追加 | 


1952 一 多量 に 腸 出 血 を 伴 へ る 葵 線 虫 症 の 1 例 


古賀 元 


1949 一 重症 敬 線 虫 症 の 一 例 ( 会 ) 


小菅 
1924— 


組織 内 侵入 = 於 ケル 二 , 三 要 約 = 就 テ 


楠 井 造 


・1934 一 小腸 ノ R6ntogen 像 = 興味 アル 所 見 ヲ 量 セ シ 
Strongyloides stercoralis 寄生 症 7 一例 


1927 一 息 肉 性 腸炎 症例 一 見 タル 「 ス トロ ン ギ ロイ デス 


1931 a 一 息 肉 性 腸炎 症例 た 見 た る 「 ス トロ ン ギ ョ イデ 


1931 b 一 息 肉 性 腸炎 症 に 見 た る 「 ス トン ギョ イデ ス 


報告 ) 


松本 一 


1926— 
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長崎 医学 会 雑誌 2(④), 
東京 医事 新 誌 69(7), 424 


第 49 回 九州 医学 会 誌 15 


スト ロン ギョ イデ ス 及 其他 寄生 線 虫 仔 フ 


実験 医学 雑誌 812), 


・ 宇 宿 誠 五 
長崎 医学 会 雑誌 12(9), 1175 一 1186 


・ ス テル コラ ー リ ス 」( 会 ) 


福岡 医科 大 学 雑 誌 20(5), 


ス ・ ス テル コラ ー リ ス 」 の 研究 (第 一 回 報告 ) 
福岡 医科 大 学 雑 誌 24(9), 1074 


・ ス テル コラ ー リ ス 」 の 発生 学 的 研究 (第 二 回 
福岡 医科 大 学 雑 誌 24(10), 1115 一 1142 


「 ス トロ ン ギ r イ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 症 」 ノ 
ー 例 人 台湾 医学 会 雑誌 255 
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操 坦 道 
1941 一 スト ロン ロイ デス ・ ス テル コラ ラー リス 
診断 と 治療 28(9), 902 一 905 


富川 米 次 
1917 一 十二指腸 「 ス ン ギ イデ ス 」= 関 
ル 興 味 ア ル 二 , 三 フ 近 業 
日 新 医学 6(9, 1393 一 1458 
誕 
1627 一 台湾 = 於 ケル 幼 豚 クノ す と ろ ん ぎ ろ い で す 病 = 就 
台 落 医学 会 雑誌 263 
宮崎 弘 隣 ・ 板 谷 
1919 一 「 ス トロ ン ギ イデ ス ・ ス テル コラ ラー リス 」 知 見 
補遺 台湾 医学 会 雑誌 205 
三好 勝 ・ 高 林 
1951 一 虫 症 の 一 剖検 例 
日 本 病理 学会 会 誌 40(38 総会 号 ), 
1952 一 虫 症 死 の 一 例 ( 会 ) 
日 寄 記 20(45), 45 一 46 
守 一 ・ 黒 田 
1948 一 虫 症 の 一 例 
長沢 伝 太 
1902 一 アン グイ ル ラ ・ イ ン テ ス チチ ナー リス 」= 就 イ テ 
(Uber Anguilueda intestinalis) 
東京 医事 新 誌 1268, 1167 一 1175 


横浜 医学 1), 13 


名 越 
1954 一 虫 病 と 基 治 療 
鹿児島 医学 雑誌 27 (3-4), 65 
名 越 敏 勝 ・ 米 沢 藤 士 
1954 一 種子 島 に 於 ける 葵 線 虫 病 と 其 治 療 ( 会 ) 
鹿児島 医学 会 雑誌 27(3-4), 75 
内 藤 八 
1928 一 所 距 支 下痢 ノ 一 例 
内 外 治 療 3(5) 
錦織 正 
1925 一 「 ス トロ ン ギ ロイ デス ・ ス テル コラ ヲ ラー リス 」 ノ 発 
育 吹 特 = 其 ノ 外 界 = 於 ヶ ル 発育 = 就 テ (会 ) 
人 台湾 医学 会 雑誌 248 
1926 一 スト ロン ギョ ロイ デス ・ ス テル コラ ー リ ス の 発育 
要約 (会 ) 
日 本 病理 学会 会 誌 16, 271 一 274 
1927 aー「 ス トロ ン ギ ロイ デス ・ ス テル コラ ヲ ラー リス 」 ノ 


外界 = ヶ ル 発育 機転 = 及 ボ ス 各 要約 並 = 自家 
感染 = 就 テ ① 
台 医学 会 雑誌 271, 


1927 bー「 ス トロ ン ギ ロイ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 」 ノ 


外界 = 於 ヶ ル 発育 機転 = 及 ボ ス 各 要約 並 = 自家 
感染 = 就 テ (I) 
台 医学 会 雑誌 272 


1928 一 「 ス ト r ョ ン ギ ロイ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 」 ノ 外 


界 = ヶ 機転 = 及 ボ ス 各 要約 並 = 自家 感 
染 = 就 テ 
人 台 医学 会 雑誌 276--277 


2 線 虫 線 


( 29 ) 


小田 原 得 二 
1954 一 虫 症例 
鹿児島 医学 会 雑誌 27 (3-4), 64 
大 平 得 三 
1913 一 す と ろ ん ぎ ろ い で す ・ す て る こら ーー りす 特 = 英 
病原 性 = 就 キ テ 


東京 医学 会 雑誌 27(20), 1601 一 1645 
1914 a 一 十二指腸 虫 及ぼ ビ す と ろ ん ぎ ろ い で す 培 養 試験 
= 於 ル 錯誤 = 其 , 附 自 由 生活 小 線 
類 = 就 キテ 
東京 医事 新 誌 1887 
1888 
1889 
1914 bー「 ス トロ ン ギ ロイ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 」= ニ = 
関 ス 岩谷 氏 論 読 
東京 医事 新 誌 1874, 1305 一 1307 
1914 c 一 「 ス トロ ン ギ ロイ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 」 = 
関 ス ル 岩 谷 氏 報告 続 稿 読 
東京 医事 新 誌 1876, 1409 一 1410 
1914 d 一 = 寄 生 ス ル 一 新 「 ス イデ ス 」 = 
就 テ 福岡 医科 大 学 雑誌 8(1), 
1918 一 人 類 ノ 「 ス トロン ギャ イデ ス 」 へ 動物 = 寄生 シ 
得 ル ヤ , 附 本 虫 ノ 自家 感染 = 就 テ 
東京 医事 新 誌 2096, 2003 一 2009 
1919 一 「 ス トロ ン ギ rr イデ ス ・ ス テル コラ ー リ ス 」 ノ 研 
究 東京 医学 会 雑誌 33 (11), 601 一 633 
1921 一 「 ス トロン ロイ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 」 ・ 
症 フ 2 人 体 組織 学 的 並 = 動物 実験 的 研究 . 特 = 本 
自家 感染 = 就 テ 官報 2681 
小野 寺 直 助 
1922 一 スト ロン ギ r イ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 貝 寄生 
病 及 糖 尿 病 福岡 医科 大 学 雑誌 15⑬ , 


櫻井 二 
1918 一 飽和 食塩 液 集 卵 作用 並 ニ = ニー 二ノ 試 液 = 対 ス ル す 
と ろ ん ぎ ーー る す 属 卵 ノ 生活 能 力 = 就 キテ 
海軍 々 医 会 会 報 21, 
佐藤 佐 一 
1932 一 家族 的 に 来れ る 「 ス トン ギャ ロイ デス ・ ス テル 
ュ コラー リス 」 和 寄生 症 
東京 医事 新 2787, 1691 1696 
1933 a 一 礁 線 虫 の 免疫 及び 治療 た に 関す る 実験 的 研究 
(1) 虫 の 免疫 
福岡 医科 大 学 雑誌 26 (9 , 1526 
1933 b 一 工 線 虫 の 免疫 及び 治療 た に 関す る 実験 的 研究 
(11) 線 虫 の 治療 
福 賠 医 科大 学 雑誌 26 1587 
1933 c 一 スト ロン ギロロ イデ ス ・ ス テル コラ ー リ ス の フ 
盾 ラリ ア 型 仔 虫 乳剤 に 依る 皮膚 反応 実験 (会 ) 
日 寄 記 5, 25 
1934 一 スト ロン ギロロ イデ ス ・ ス テル コラ ー リ ス の 治療 
荘内 医学 会 会 報 164 一 165 
佐藤 八 


1956 一 線 虫 症 日 本 医事 新報 1673, 111 
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寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 附 録 文献 集 


著者 名 別 目 


中 条 五 太 
1930 一 スト ロン ギロロ イデ ス ・ ス テル コラ ー リ ス に 関す 
る 下痢 症 に 就 て 診療 2(2), 
藤田 
1938 一 細 得 た る 乳 Strongylodes papill- 
osus wedl, 1856. 
日 本 獣医 学 雑 誌 17 (2), 152 
福島 ・ 山 下 
1955 一 奄美 大 島 の 症 た つい て 
鹿児島 医学 雑誌 7(2), 346 一 350 
ガリ ヤ ア ル ・ ア ン リ イ 
1943 一 スト ロン ギョ ロイ デス ・ ス テル コラ リス の 生物 学 
及び 毒性 た 関す る 研究 
日 本 医事 新報 1102, 2008 一 2009 


1950 一 仔 に た 及ぼ す 諸 種 薬物 の 影響 (1) (2) 
線 虫 に た 及ぼ す 影 響 (会 ) 
大 阪 医科 大 学 雑 誌 11(2), 51 
1898 一 「 ア ング イル ラ ・ ス テル コラ ー リ ス 」』」(Azngwutulla 
stercoralis Norm.) = 就 テ 
東京 医学 会 雑誌 12(16), 735 一 748 
長谷 川藤 大 ・ 近 田 育 平 
1908 一 人 体 よ り 得 た る アン グイ ル ラ ・ ス テル コラ ー リ 
ス に 就 て 東京 医事 新 誌 1584 
長谷 川 徳 三 
1924 一 「 ス トロ ン ギ ロイ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 」 ノ 和 宿 
主体 外 = 於 ケル 「 フ ォ ラ リア 」 仔 虫 型 = 就 テ 
東京 医事 新 誌 2373, 1134 一 1146 
1927 一 す と ろ ん ぎ ろ い で す ・ す て る こら ー- り す 症 
診断 と 治療 14(⑥), 


今泉 勝 太 
1911 一 あん ぐい ら ・ い ん て す ち な ーー りす ノー 実験 
医事 新聞 826, 
今井 環 ・ 古 賀 元 晃 


1949 一 病理 の 会 (第 12 回) 第 1 例 下痢 
臨 研究 26(12), 802 一 804 
石井 元 真 
1897 一 内 臓 貝 あん ぐい る ら ・ い ん て す ち な ーー りす 及 す 
て る こら ーー りす ノー 例 
鹿児島 県 医学 会 雑誌 6, 
伊藤 一 
1932 一 「 ス トロ ン ギ ロイ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 」 審 生 
成虫 及 卵 並 仔 虫 = 関 ス ル 知 見 補遺 
慶応 医学 12(11), 2147 一 2164 
岩谷 信 
1912 一 あん ぐい る ら ・ い ん て す ち な ーー りす の 一 例 
研 頑 会 雑誌 104, 
1914 一 アン グイ ル ラ ・ ス テル コラ ー リ ス (Anguillula 


stercoralis) = 就 テ 
東京 医事 新 誌 1870, 1082 一 1092, 
1872, 1196—1198, 
1873, 1239—1247, 


加藤 信 万 
1921 一 スト ロン ギョ ロイ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 供 覧 
(会 ) 日 本 内 科学 会 雑誌 9(8, 
勝木 司馬 助 
1951 一 虫 症 医学 184 
河井 


1935 一 スト ロン ギョ ロイ デス ・ ス テル コラ ー リ ス ,。 フィ 
ラリ ア 型 仔 虫 ノ 諸 種 化 学 薬 品 = 対 スル 抵抗 力 試 
験 人 台 落 医学 会 雑誌 34(12), 2051-2062 
川上 
1940— Strongyloides enteritids の 毒性 物質 並 に 其 免 疫学 
的 研究 (1) Strongyloides enteritidis の 毒性 物質 
及び 其 性 物 の 原 性 
日 本 医科 大 学 雑 誌 11(11), 1607 
河崎 
1924 一 スト ロン ギ r イ デス ・ ス テル コラ ー リ ス の 誠 検 
例 た に 就 て , スト ロン ギョ イデ ス に 於 ける 大 腸 濱 
の 発生 に 関す る に 就 て の 追加 
長崎 医学 会 雑誌 2(④), 
1952 一 多量 に 腸 出 血 を 伴 へ る 閥 線 虫 症 の 1 例 
東京 医事 新 誌 69(7), 424 
古賀 元 
1949 一 虫 症 の 一 例 ( 会 ) 
第 49 回 九州 医学 会 誌 15 


小 
1924 一 スト ロン ギョ イデ ス 及 其他 ノ 寄生 線 虫 仔 
組織 内 侵入 = 於 ケル 二 , 三 要 約 = 就 テ 
実験 医学 雑誌 812), 
造 ・ 宇 宿 誠 五 
・1934 一 小腸 ノ R6ntogen 像 = 興味 アル 所 見 ヲ シ 
Strongyloides stercoralis 寄生 症 7 一 例 
長崎 医学 会 雑誌 12(9), 1175 一 1186 


的 中 

1927 一 息 肉 性 腸炎 症例 = 見 タル 「 ス トロ ン ギ ロイ デス 

・ ス テル コラ ヲ ラー リス 」( 会 ) 
福岡 医科 大 学 雑 誌 20(5), 

1931 a 一 息 肉 性 腸炎 症例 た 見 た る 「 ス トロン ギ ロイ デ 

ス ・ ス テル コラ ー リ ス 」 の 研究 (第 一 回 報告 ) 
福岡 医科 大 学 雑 誌 24(9), 1074 

1931 b 一 食肉 性 腸炎 症 に 見 た る 「 ス トロ ン ギ イデ ス 
・ ス テル コラ ー リ ス 」 の 発生 学 的 研究 (第 二 回 
報告 ) 


福岡 医科 大 学 雑誌 24(10), 1115 一 1142 


松本 一 雄 
1926 一 「 ス トロ ン ギ ロイ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 症 」 ノ 
一 例 人 台湾 医学 会 雑誌 255 
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操 坦 道 
1941 一 スト ロン ギョ イデ ス ・ ス テル コラ ー リ ス 症 
診断 と 治療 28(9), 902 一 905 


富川 米 
1917 一 十二指腸 「 ス ト ン ギ ョ デス 」= 関 ス 
ル 興 味 ア ル 二 , 三 ノ 近 業 
日 新 医学 6(9), 1393 一 1458 


誕 
1627 一 台湾 = 於 ケル 幼 豚 クノ す と ろ ん ぎ ろ い で す 病 = 就 
人 台 医学 会 雑誌 263 
宮崎 弘 隣 ・ 板 谷 寮 市 
1919 一 「 ス トロ ン ギ ロイ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 」 知 見 
補 台 学会 雑誌 205 
・ 高 林 長 光 


1951 一 線 虫 症 の 一 剖検 例 
日 本 病理 学会 会 誌 40(38 総会 号 ), 
1952 一 将 線 虫 症 死 の 一 誠 検 例 ( 会 ) 
日 寄 記 20(45), 45 一 46 


守 一 雄 ・ 黒 田 精 之 
1948 一 准 線 虫 症 の 一 例 
長沢 伝 太 
1902 一 アン グ ゲイル ラ ・ イ ン テ ス チチ ナー リス 」= 就 イ テ 
(Uber Anguilueda tntestinalis) 
東京 医事 新 誌 1268, 1167 一 1175 


横浜 医学 , 13 


名 越 敏 勝 
1954 一 虫 病 と 治 療法 
鹿児島 医学 雑誌 27 (3-4), 65 
名 越 敏 勝 ・ 米 沢 藤 士 
1954 一 種子 島 に ける 虫 病 と 其 治 療 (会 ) 
鹿児島 医学 会 雑誌 27(3-4), 75 
内 藤 八 
1928 一 所 調 中 下痢 ノ 例 
内 外 治 療 3(5) 
錦織 正雄 
1925 一 「 ス トロ ン ギ ロイ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 」 ノ 発 
育 史 特 = 其 ノ 外 界 = 於 ヶ 発 育 = 就 テ (会 ) 
台 学会 雑誌 248 
1926 一 スト ロン ギョ ロイ デス ・ ス テル コラ ヲ ラー リス の 発育 


要約 (会 ) 
日 本 病理 学会 会 誌 16, 271 一 274 
1927 aー「 ス トロ ン ギ ロイ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 」 ノ 


外界 = 於 発育 機 転 = 及 ボス 各 要 約 並 = 自 
感染 = 就 テ ① 
医学 会 雑誌 271, 


1927 bー「 ス トロ ン ギ ロイ デス ・ ス テル コラ テー リス 」 ノ 


外界 = 於 ヶ 発 育 機転 = 及 ボ ス 各 要約 並 = 自家 


感染 = 就 テ (I) 
人 会 雑誌 272 
1928 一 「 ス トロ ン ギ ロイ デス え ス ・ ス テル コラ ー リ ス 」 ノ 外 
界 = 於 ヶ ル 発育 機転 = 及 ボ ス 各 衣 約 並 = 自家 感 


就 テ 
人 台 学会 雑誌 276--277 


( 29 ) 


小田 原 得 二 
1954 一 線 症例 
鹿児島 医学 会 雑誌 27 (3-4), 64 
大 平 得 三 
1913 一 す と ろ ん ぎ ろ い で す ・ す て る こら ーー りす 特 = 英 
病原 性 = 就 キ テ 


東京 医学 会 雑誌 27 (20), 1601 一 1645 
1914 a 一 十二指腸 貝 及ぼ どす と ろ ん ぎ ろ い で す 堪 養 試験 
= 於 ヶ ル 錯誤 並 = 其 原因, 附 自 由 生 活 小 線 虫 


類 = 就 キテ 
東京 医事 新 誌 1887 
1888 
1889 
1914 bー「 ス トロ ン ギ ロイ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 」= 
関 ス ル 岩 氏 ノ 読 
東京 医事 新 誌 1874, 1305 一 1307 
1914 c 一 「 ス トロ ン ギ ロイ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 」= 
関 ス ル 岩 谷 氏 2 報告 続 稿 読 
東京 医事 新 誌 1876, 1409 一 1410 
1914 d 一 猿 = 寄 生 ス ル 一 新 「 ス トロ ョ ン ギ r イ デス 」= 
就 テ 福岡 医科 大 学 雑 誌 8(1), 
1918 一 人 類 ノ 「 ス ト r ン ギャ r イ デス 」 へ 動物 = 寄生 シ 
得 ヤ , 附 本 自家 感染 = 就 テ 
東京 医事 新 誌 2096, 2003 一 2009 
1919 一 「 ス トロ ン ギ rr イデ ス ・ ス テル コラ ー リ ス j」 ノ 研 
究 東京 医学 会 雑誌 33(11), 601 一 633 
1921 一 「 ス トロン ギロロ イデ ス ・ ス テル コラ ー リ ス 」 和 寄生 ・ 
汗 2 人 体 組織 学 的 並 = 動物 実験 的 研究 . 特 = 本 
自家 感染 = 就 テ 2681 
小野 寺 直 助 
1922 一 スト ロン ギ r イ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 貝 寄生 
病 及 糖 尿 病 福岡 医科 大 学 雑 誌 15(⑬3 , 
二 
1918 一 飽和 食塩 液 集 卵 作用 並 ニ = ニー 二ノ 試 液 = 対 ス ル す 
と ろ ん ぎ ーー る す 属 卵 ノ 生活 能 力 = 就 キテ 
海軍 々 医 会 会 報 21, 
佐藤 佐 一 
1932 一 家族 的 に 来れ る 「 ス トロ ン ギ rr イデ ス ・ ス テル 
コラ ー リ ス 」 和 寄生 症 
東京 医事 新 誌 2787, 1691 一 1696 
1933 a 一 閥 線 虫 の 免疫 及び 治療 に 関す る 実験 的 研究 
(1) 虫 の 免疫 
福岡 医科 大 学 雑 誌 26 (9) , 1526 
1933 虫 の 免疫 及び 治療 た に 関す る 実験 的 研究 
(11) 虫 の 治療 
福岡 医科 大 雑誌 26 (9),』 1587 
1933 c 一 スト ロン ギ r イ デス ・ ス テル コラ ー リ ス の フ 
盾 ラリ ア 型 仔 虫 乳剤 に 依る 皮膚 反応 実験 (会 ) 
日 寄 記 5, 25 
1934 一 スト ロン ギョ ロイ デス ・ ス テル コラ ー リ ス の 治療 
荘内 医学 会 会 報 164 一 165 
佐藤 


1956 一 虫 日本 医事 新報 1673, 111 
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洪 幅 ・ 多野 重 与 
1925 一 腸 発生 せる 筋肉 腫 に て , 附 「 ス トロ 
ン ギ ョ イデ ス ・ ス テル コラ ー リ ス 」 の 寄生 に 就 
て 日 本 消化 器 病 学会 雑誌 24(5), 
志村 
1918 aー す と ろ ん ぎ ろ い で す ・ す て る こら ー り す ノ 上 自 
家 感 染 (Auto infection) = 就 テ 
京 医事 新 誌 2097, 2047 一 2054 
1918 bー ス トロ ン ギ イデ ス ・ ス テル コラ ー リ ス の 実 
験 的 研究 , 第 1 回 報告 
東京 医事 新 誌 2101, 2223 一 2230 
2102, 2270—2279 
' 1919 aー す と ろ ん ぎ ろ い で す ・ す て る こら ーー りす 卵 = 
: 就 テ 東京 医事 新 誌 2112, 293 一 298 
2114, 388—393 
1919 ス ン ギ ロイ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 」 ノ 
' 自家 伝染 及 其 病原 性 = 就 キ テ 
' 日 新 医 学 9(1), 31 一 96 
1920 aー「 ス トロ ン ギ r イ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 」 ノ 
実験 的 研究 (第 二 回 報告 ) 
日 新 医 学 10(3), 417 一 437 
1920 bー「 ス トロ ン ギ r イ デス 」 の 患者 吐 物 中 に 見 出 
せる 位 貝 殊 た フォ ラリ ア 型 仔 虫 に 就 て 
東京 医事 新 誌 2197, 1829 一 1836 
1921 aー す と ろ ん ぎ ろ い で す ・ す て る こら - り す 卵 = 
就 テ 和 官報 2638 
1921 bー す と ろ ん ぎ ろ い で す ・ す て る こら ーー りす ノ 実 
験 的 研究 (第 一 回 報告 ) 官報 2668 
1921 c 一 す と ろ ん ぎ ろ い で す ・ す て る こら ーー り す ノ 自 
家 感 染 及 其 病 原 性 = 就 テ 官報 2668 
武田 ・ 李 沢 
1924 aー ス トロ ン ギ ロイ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 症 ノ 
一 例 ( 会 ) 朝鮮 医学 会 雑誌 47, 
1924 bー ス トロ ン ギ ロイ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 症 ノ 
一 例 朝鮮 医学 会 雑誌 50, 
高橋 正 守 
1942 一 腹水 を 伴 へ る 「 ス トロ ン ギ ロイ デス ・ ス テル ラコ 
ラー リス 」 症 の 一 例 
実地 医家 と 臨床 19(5), 402 一 406 
内 治 秀 
1905 一 特発 性 慢性 下痢 病 ノ 原因 トシ テ 「 ア ング イル ラ 
・ イ ン テ ス チ ナ ー リ ス 」 の 実験 5 
台 医学 会 雑誌 30, 
田辺 是 
1938 a Strongyloides ratti の 発育 概略 並 に 
及び た ける 発育 (会 ) 
日 寄 記 10, 37 
1938 b 一 Strongylozddes ratti の 発育 概略 に 固有 
宿主 に 於 ける 発育 状況 
慶応 医学 18(6), 785 
1938 c—Strongyloies ratti の 白 に ける 発育 状 
況 慶応 医学 18(7), 867 
1938 d 一 外因 の Strongyloides ratti 侍 . 虫 の 発育 機転 た 


(30 ) 


寄生 虫 学 雑誌 ・ 入 巻 ・ 録 集 


及ぼ す 影 響 
慶応 医学 18(9), 987 
1938 e 一 Strongyloides ratti の 両 型 発育 の 成因 に 関す 
る 研究 補遺 
慶応 医学 18 (10), 1139 
1939—Strongyloides ratti 感染 た に 因 る Eosino- 


philie 慶応 医学 19(2), 213 
田中 寛 
1957 a 一 虫 症 の 研究 , 第 1 編 奄美 大 島 に ける 
学 的 観察 


順天堂 医学 雑誌 3(1), 22 一 30 
1957 b 一 区 線 虫 症 の 研究 第 2 編 培養 法 の 検討 と 各 期 
虫 体 の 形態 学 的 研究 
順天堂 医学 雑誌 3(2), 91 一 100 
1957 c 一 閥 線 虫 症 の 研究 第 3 編 実験 感染 例 及 び 自 然 
感染 例 に お ける 経過 , 症状 , 治療 潜 等 の 研究 
順天堂 医学 雑誌 3 3 , 


・ 沢 春生 
1954 一 高度 の 工 線 貝 症 を 伴 つ た 肝硬変 症 の 一 剖検 例 
: 済 生 315, 46 
田代 伊 与 治 


1912 a 一 日 本 に 於 ける 「 ス トロ ロン ギョ ロイ デス ・ ス テル 
コラ ー リ ス 」 ノ 研究 
細菌 学 雑誌 198, 273 一 287 
1912 b 一 日 本 = 於 ケル 「 ス トロ ン ギ ロイ デス ・ ス テル 
コラ ー リ ス 」 ノ 研究 , 続報 犬 「 ス ・ ス テル 
細菌 学 雑誌 204, 805 一 811 
寺 国見 
1953 一 症 (Strongyloides stercoralis) 
鹿児島 医学 雑誌 26 (11-12), 282 一 283 
国見 ・ 中 村 行 充 
1954 一 郡 地 方 に 於 ける 虫 症 (会 ) 
鹿児島 医学 雑誌 27(7-8), 179 
富田 勧 
一 スト ロン ギョ ロイ デス 属 (Genus Strongylcides Gr- 
assi) の 宿主 体外 に 於 ける 発育 実 (会 ) 
台 医学 会 雑誌 36 (12), 2825 
1938—-Strongyloides papillosws の フイ ラリ ア 型 仔 虫 の 
抵抗 力 人 学会 雑誌 37(7), 1104 
1939 一 人 台湾 に 於 ける 豚 及 び 猿 の Strongyloides の 種別 
台 落 医学 会 雑誌 38(11), 1613 
1940 aー ス トロ ン ギ ュ ロ イデ ス ・ パ ピロ スス (S$S, 
Papillosus) ・ フ ュ ル レボ ルー ニー (S. flleb- 
犬 及 猿 = 対 ス ル 感 性 = 就 テ 
人 台 医学 会 雑誌 39(10), 1649 一 1650 
1940 トロ ギ ュ ロ イデ ス ・ フ ュ ル レボ ルー ニ = (St- 
ro0ngyloides fiilleborni) ト ス ・ パ ピロ ローズ ス 
(S. apillosus) トノ 人 体感 否 関 スル 実 
験 
合 医 学会 雑誌 39(11), 1184 一 1885 
1941 a—Strongyloides fuilleborni & S. papillosus と の 
人 体感 染 実 験 並 に 基 臨 床 症 状 特に 皮膚 反応 及 
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び 血 液 像 の 変化 (会 ) 
人 台湾 医学 会 雑誌 40(1), 149 
1941 d—Strogylodes papillosus S. fiilleborni 
体感 染 実 験 に 於 ける 位 の 局所 反 
応 , 臨床 症状 及び 血液 像 の 変化 
人 学会 雑誌 40(3), 427 
1941 c—Strongyloides fiillleborni Strongyloides pa- 
ilosus と の 宿主 特殊 性 た 関す る 研究 
合 医 学会 雑誌 40(11), 2147 


角田 重信 
1932 一 Strongyloidosis 患者 (会 ) 
日 本 内 科学 会 雑誌 20(5), 736 
1934 スト ロン ギ ロイ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 寄生 症 


に 就 い て 
東京 医事 新 誌 2894, 2059 一 2063 
内 洋三 
1954 一 虫 鹿児島 医学 雑誌 27 (3-4), 75 
上 野 節 


1948— Strongyloides stercoralis の 一 例 
鹿児島 医学 雑誌 21(7), 


栄 
1951 一 胸 , 腹水 中 に 仔 虫 を 証明 し た 工 線 虫 症 の 例 
日 本 内 科学 会 雑誌 40(7), 392 
横川 定 
1913 「 ス トロ ン イデ ス ・ ス テル コラ ー リ ス 」 
原 性 = 就 テ 人 医学 会 雑誌 127 
1914 一 再 で ビ で 「 ス トロ ン ギ ロイ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 」 
2 病原 性 = 就 キ テ 
日 本 消化 器 病 学会 雑誌 13 1), 
1929 一 スト ロン ギョ ロイ デス ・ ス テル コラ ー リ ス , 自家 
感染 並 に 治療 方 針 た 就 て 治療 及 処 方 107 
横川 定 ・ 大 友 明 
1925-6 a 一 十二指腸 虫 及び 「 ス トロ ン ギ ロイ デス ・ ス 
テル コラ ヲ ラー リ ス 」 の 発育 に 関す る 研究 (第 
1—4) 東京 医事 新 誌 2418 
2425 
2439 
2456 


2 線 虫 ・d-3) 線 


1925-6 b 一 十二指腸 虫 及び 「 ス ト r ョ ン ギ ョ イデ ス ・ ス 
テル コラ ー リ ス 」 の 発育 に 関す る 研究 (第 
1,'3, 4 (会 ) 
台湾 医学 会 雑誌 241 
246 


吉田 
1918 一 経 的 = 感 ル 十 二 指 腸 虫 及 「 ス ト ン 
ギョ ロイ デス 」, フ ォ ラ リア 」 型 宿 主体 内 
移行 2 一 新 経路 = 就 テ 
東京 医事 新 誌 2088 
大 阪 医学 会 雑誌 17 10), 
博 ・ 高 田 ・ 伊 藤 尼 
1931 一 「 ス トロ ン ギ ロイ デス ・ ス テル コミ コラー リス 」 の 臨 
的 並 誠 的 所 見 一 例 (会 ) 
軍医 団 雑誌 213, 464 
1932 一 スト ロン ギ r イ デス ・ ス テル コラ ー リ ス 症 の 臨 
床 的 並 に 解剖 的 所 見 一 例 
海軍 々 医 会 雑誌 21(2), 132 


吉永 
1950 一 性 腹膜 を 起 し た 虫 症 の 一 例 
臨床 と 研究 27(9), 63 
1951 一 性 腹膜 を 起 し た 虫 症 の 一 例 
日 本 病理 学会 会 誌 39 (総会 号 ), 265 


吉野 高 
1932 一 八 電 山 群島 に 於 ける スト ロン ギョ ロイ デス ・ ス テ 
ルコ ラー リス 症 25 例 た に 就 て の 臨床 的 観察 
人 台湾 医学 会 雑誌 31 (9 , 1067 
31(10), 1124 
1939— Strongyloides stercoraiis 除 に 対す る Gentiana- 
violet の 応用 
東京 医事 新 誌 、3124, 566 
吉田 譲 
1940— Strongyloides stercoralis の 一 例 
熊本 医学 会 雑誌 16(1), 174 
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項目 別 索 引 


勝木 司馬 助 (1951) , 佐藤 信郎 (1956) , 寺 国見 (1953) 
内 三 (1954) 


2. 分 類 , 形態 

(1938) , 羽鳥 重郎 (1898), 長谷 川藤 太 ・ 近 田 
育 平 (1908) , 長谷 川 徳 三 (1924), 伊 (1932), 
谷 信 之 助 (1914) , 加藤 信 万 (1921), 大 平 得 三 (1914b, 

1919) , 志村 平 (1920b, 1921a), 田中 富 
田 (1939) 

3. 生理 , 生態 , 発育 史 

ガリ ヤ ア ル ・ ア ン リ イ (1943) , 権藤 高 春 (1950), 長 邊 
川 徳 三 (1924) , 今泉 勝太郎 1911) , 河井 為 海 (1935), 

川上 , 小 (1924) , 正雄 (1925, 1926, 
1927, 1928), 大 平 得 三 (1913,1914a, 1914b, 1914c, 

1918) , 桜井 郷 二 (1918) , 志村 宗 平 (1918a, 1918b, 

1919a, 1920a, 1921b), 竹内 治 (1905), 田辺 是 
(1938a, 1938b, 1938c, 1938d, 1938e), 富田 勧 1937, 
1938, 1940a, 1940b, 1941c), 横川 (1913, 1914), 横 
川 定 ・ 大 磯 友 明 (1925 一 6a, 1925 一 6b), 吉田 貞雄 (1918) 


分 布 


名 越 敏 勝 ・ 米 沢 藤 士 (1954) , 田中 寛 (1957 a) , 田代 伊 
与 作 (1912a, 1912 b) , 寺 師 国見 ・ 中 村 行 充 (1954), 喜 
野 高 (1932) 


寄生 学 雑誌 ・ 巻 ・ 録 文献 集 


中 条 (1930) , 福島 英雄 ・ 山 下 博 (1955) , 長谷 川 徳 
三 1927) , 今井 環 ・ 吉 賀 元 晃 (1949) , 石井 元 貞 (1897) , 
岩谷 信之 助 (1912), 勝木 助 (1951) , 川上 時 (1940) 
河崎 利 (1924) , 本 間 誠 (1952), 古賀 
(1949) , 楠 井 腎 造 ・ 宿 誠 (1934) , 的 1927, 
(1931, 1936) , 松本 一 雄 (1926), 操 垣 道 (1941), 宮川 
米 次 (1917) , 宮本 (1927), 宮崎 ・ 板 谷 
(1919) , 三好 勝 ・ 高 林 良 光 (1951, 1952), 守 一 雄 ・ 黒 
田 精 之 (1948) , 長沢 伝 (1902), 名 越 勝 (1954), 

名 越 敏 勝 ・ 米 沢 藤 士 (1954) , 内 藤和 信郎 (1928) , 小田 原 
得 二 (1954) , 大 平 得 三 (1913, 1919, 1921), 小田 寺 直 
助 (1922) , 佐藤 佐 一 (1933a, 1933b, 1933c, 1934) 佐 
人 (1956) , 渋谷 恒雄 ・ 波 多野 重 与 (1925) , 志村 
平 (1919b, 1920a, 1920b, 1921b, 1921c), 武田 三郎 ・ 
沢 (1924a, 1924b), 高橋 正 守 (1942), 竹内 治 秀 
(1905) , 田辺 其 憲 (1939) , 田中 寛 (1957b, 1957c), 人 答 宗 
雄 ・ 春生 (1954) , 寺 (1953), 寺 師 国見 ・ 中 村 
行 充 (1954) , 富田 (1940b, 1941a, 1941b, 1941c), 角 
田 重 信 (1932, 1934), 内 (1954), 上 野 節 (1948) , 
(1951) , 横川 定 (1913, 1914, 1929) , 吉田 博 
: 高 田 郎 ・ 伊 藤 慎 一 (1931, 1932) , 吉永 (1950, 
1951) , 吉野 高 善 (1932, 1939, 1949) 
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文献 集 吸 虫 追 録 


日 本 血 吸虫 


陳 一 
1955 一 日 本 住 血 吸虫 症 の 治療 (会 ) 
九 大 同門 会 * 々 報 , 68,57 


1955 一 佐賀 県 の 日 本 住 血 吸虫 病 研究 史 
自家 出版 pp. 85 
三浦 守 


1955 一 日 本 住 血 吸虫 の 組織 化学 的 研究 
第 一 第 三 
熊本 医学 会 雑誌 29(1), 85 一 109 
沖 波 実 ・ 俊 


1955 一 広島 県 片山 病 流行 地区 の 住民 の 寄生 虫 卵 検査 成 
貫 広島 県 衛生 研究 所 々 報 5.37 
肺 吸 
三浦 ・ 原 誠一 ・ 村 上 和 ・ 松 下 ・ 孝和 ・ 
中 島 典 雄 
1955 一 県 産 に 於 ける 肺 吸虫 え タ セル カリ ア の 
寄生 状況 並 に 其 の 季節 的 消長 
熊本 医学 会 雑誌 29(1), 77 一 81 
高橋 一 
1955 一 県 下 「 モ クズ の 肺 吸虫 被 虫 寄生 状 
況 に 就 い て 第 二 報 
寄生 虫 誌 4(4), 343 一 347 
吉田 幸雄 ・ 藤 田 裕 ・ 小 山幸 男 ・ 村 井 知 也 ・ 藤 戸 考 純 
1955 一 兵庫 県 但馬 地方 の 肺 吸虫 (会 ) 
京都 府立 医大 誌 57(5), 649 


肝 吸 
岩田 
1938a 一 実験 的 肝臓 ボス トマ 症 家 更に 於 ける 血液 水素 
ィ オ ン 濃 度 及 び 低 張 食塩 水 た に 対す る 赤血球 の 
抵抗 に 就 て 
実験 消化 器 病 学 13 (1) , 36 一 40 
1938b 一 実験 的 肝臓 デ スト マ 症 家 束 に 於 ける コレ ステ 
リン の 代謝 に 就 て 其 の 1 本 症 家 束 血 中 胆汁 
並 に 尿 中 レス テリ イン 体 重 に 就 て 
実験 消化 器 病 学 13(1), 41 一 54 
1938c 一 実験 的 肝臓 デス トマ 症 家 束 に 於 ける コレ ステ 
リン の 代謝 に 就 て 其 の 2 本 症 家 更 布 中 コレ 
ステ リン 体 量 に 及ぼ す ラ ノリ ン 飼 育 の 影響 
実験 消化 器 病 学 13(1), 55 一 62 
1938d 一 実験 的 肝臓 デス トマ 症 家 更に 於 ける コレステ 
リン の 代 放 に 就 て 其 の 3 本 症 の 血 中 コレ ス 
テリ ン 体 の 代謝 に 及ぼ す , アド レナ リ 
ン , ヒス タ ミ ン 注射 の 影響 に 就 て 
実験 消化 器 病 学 13(1), 63 一 72 
1938e 一 実験 的 肝臓 デス トマ 症 家 束 に 於 ける 血糖 量 の 
消長 に 就 て 附 血糖 量 と 血 中 ユン レス テリ イン 体 
量 と の 関係 
実験 消化 器 病 学 13(1), 73 一 80 
1938f 一 実験 的 肝臓 デス トマ 症 家 更に 於 ける 血 中 残余 
密 素 量 の 消長 に 就 て 
実験 消化 器 病 学 13(1), 81 一 83 


1938g 一 病理 組織 学 的 観察 ( 基 の 1) 
実験 的 肝臓 ヂ デス トマ 症 家 病理 解 学 的 所 
見 の 一 般 的 記述 
実験 消化 器 病 学 13(1) , 84 一 103 
1938h 一 病理 組織 学 的 観察 ( 其 の 2) 
実験 的 肝臓 デス トマ 症 家 更に 於 ける 肝臓 グリ 
コー ゲン の 消長 に つい て 
実験 消化 器 病 学 13(2), 104 一 130 
1938i 一 病理 組織 学 的 観察 ( 其 の 3) 
実験 的 肝臓 孝 ス トマ 症 家 更に 於 ける 肝臓 イル 
デー 装置 に 就 て 
実験 消化 器 病 学 13(2), 131 一 141 
1938j 一 病理 組織 学 的 観察 ( 其 の 4) 
実験 的 肝臓 ヂ デス トマ 症 家 更に 於 ける 肝臓 ミト 
コン ドリ ア に 就 て 
実験 消化 器 病 学 13 (2), 142 一 
岩田 ・ 酒 井 徹 
1933 一 実験 的 有 デ スト マ 症 に 於 ける 糖 代謝 障 関す 
る 知見 補遺 大 阪 高専 雑誌 5(2, 184 一 
肝 


北沢 部 政 久 
調査 日 獣 会 誌 7, 575 一 577 
Maekawa, K., Kitazawa, K. & a M. 
1954—Purification et cristallisation de TY'antigene 
pour la dermo-reaction allergique vis-a-vis 
de Fasciola hepatica 
Compt. Rend. ‘Sean. Soc. Biol , 148, 763 
大 林 正 士 
1954 一 な 代償 性 肥大 を 伴 つ た 肝 た に つい て 
獣医 書 産 新 報 148 
小野 豊 
1951a 一 家 の 肝 と その 感染 及び 予防 御 生 (I) 
玄 産 の 研究 5(4), 229 一 232 
1951b 一 の 肝 症 と その 感 び 予防 衛生 
弟 産 の 研究 5(5), 283 一 286 
1951c 一 の 肝 症 と その 感染 及び 予防 衛生 (IID 
の 研究 5(6), 363 一 366 
1951d 一 家 玄 寄生 虫 の 病害 と その 診断 
喜 産 の 研究 5(11), 729 一 733 
医書 産 新報 169, 1149 一 1159 
1955 一 肝 北 卵 の 検出 に 応用 せる 各種 集 卵 法 の 比較 研究 
畜産 の 友 2(7), 2 一 5 
渡辺 正 今 井 源 四郎 ・ 田 俊 松 本 ・ 加 納 正 
・ 藤 野 八 重治 
1955 一 宗谷 地方 に 於 け る 肝 蜂 症 の 実態 調査 特に 皮 内 反 
応 成績 (会) 日 本 獣医 雑誌 8(3,, 30 
一 般 吸 
Hukui, T. 
1929-Studies on Japanese amphistomatous para- 
sites, with revision of the group 
Jap. J. Zool., 2(3), 219—351 
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1. 優 れ た 高度 の 陰 転 率 85% 以 上 "を 示す 。 


2. 本 作用 殆 ん ど な く 下剤 の 併用 、 食 人 鮨 制限 の 必要 な に 。 
3. 患者 に より 禁忌 な く 反 復 可能 。 


用 法 ・ 用 量 


4. 集 団 駆 除 に 好適 。 


年 令 別 | 末 | | 錠 薬価 基準 
満 15 才 以上 (高校 生 及 成 人 ) | 4 瓦 | 6 瓦 | 40 錠 単 別 剤 
満 12 オ ー15 才 未満 (中 学生 ) | 3 瓦 | 4 瓦 | 30 錠 位 | 甲 |23.20|15.20| 2.60| 
7 キー12 才 未満 (小学生) | 2 | 3 | 20 当 | |24.40|15.60| 2.65! 


1. 上 量 を 2 日 間 連 用 。 
2. 就寝 前 と 前 に 、 は 前 と 夕食 前 に 何れ も 水 双 は 


湯 に て 分 服 。 


3. 老人 及び 幼児 は 年 全 に 応じ て 減量 。 


包装 糖衣 40 120 1000 


題 粒 50 200 500 | 


純 末 25 100 500 
他 に 何れ も 集団 用 あり 


日 本 橋本 の 9 (繊維 会 館内 ・ 
道修 町 1 の 8( 花 房 ビ ル 具 
東 区 中 市 場 町 8 の 22 


(文献 サン プル 御 申 込 第 
新 銘 除 剤 プ ブ プロ モー ナフトール 
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